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2広報あかいわ（平成18年1月号） 

s
赤
坂
支
所（
町
苅
田
） 

　
赤
坂
地
域
は
赤
磐
市
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
の
ど
か
に
広
が

る
丘
陵
地
を
南
北
に
砂
川
が
流

れ
て
い
ま
す
。 

　
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
赤

坂
地
域
は
、
良
質
の
米
や
マ
ス

カ
ッ
ト
、
ピ
オ
ー
ネ
、
パ
ス
ク

ラ
サ
ン
な
ど
果
樹
の
生
産
に
適

し
、
ワ
イ
ン
、
地
酒
な
ど
の
特

産
品
を
生
ん
で
い
ま
す
。
農
業

と
そ
の
恵
み
を
使
っ
た
第
三
セ

ク
タ
ー
の
1
赤
坂
天
然
ラ
イ
ス
、

サ
ッ
ポ
ロ
ワ
イ
ン
1
岡
山
ワ
イ

ナ
リ
ー
な
ど
の
加
工
施
設
は
地

域
に
密
着
し
た
産
業
で
す
。 

　
そ
し
て
、
赤
坂
地
域
に
は
由

緒
あ
る
寺
社
が
点
在
し
弥
生
時

代
の
遺
跡
を
は
じ
め
、
古
く
か

ら
の
栄
華
を
誇
る
多
数
の
古
墳

が
残
り
こ
の
地
域
の
長
い
歴
史

を
物
語
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
赤
坂
支
所
、
赤
坂
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
赤
坂
公
民

館
、
笹
岡
公
民
館
、
赤
坂
図
書

館
な
ど
の
公
共
施
設
の
ほ
か
教

育
施
設
と
し
て
、
小
学
校
三
校

（
石
相
小
学
校
・
軽
部
小

学
校
・
笹
岡
小
学
校
）
、

中
学
校
一
校
（
赤
坂
中
学

校
）
、
農
業
大
学
校
が
あ

り
ま
す
。 

　
福
祉
施
設
と
し
て
保
育

園
三
園
（
石
相
保
育
園
・

軽
部
保
育
園
・
笹
岡
保
育

園
）
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
「
春
の
家
」
が
あ

り
ま
す
。 

　
ま
た
、
日
本
初
の
公
営

寄
席
「
お
笑
い
赤
坂
亭
」

と
都
市
農
村
交
流
施
設
「
赤

坂
適
塾
」
は
こ
の
地
域
独

自
の
ユ
ニ
ー
ク
な
施
設
で

す
。 

 

▲石相保育園（町苅田） ▲笹岡保育園（坂辺） 

▲石相小学校（町苅田） ▲笹岡小学校（惣分） ▲軽部小学校（今井） 

▲軽部保育園（今井） 

赤
坂
地
域
の
十
七
地
区 

第
四
回 

東窪田 西
窪
田 

に
し

く

ぼ
た 

ひがしくぼた 



3 広報あかいわ（平成18年1月号） 

町 苅 田  
大 苅 田  
東 窪 田  
西 窪 田  
由 津 里  
山 口  
西 軽 部  
東 軽 部  
南佐古田 
北佐古田 
今 井  
多 賀  
小 原  
坂 辺  
惣 分  
大 屋  
山 手  

419 
103 
170 
80 
174 
146 
250 
165 
43 
53 
109 
200 
132 
115 
145 
43 
41

447 
116 
186 
108 
195 
167 
267 
201 
55 
53 
95 
221 
152 
117 
181 
39 
36

866 
219 
356 
188 
369 
313 
517 
366 
98 
106 
204 
421 
284 
232 
326 
82 
77

307 
74 
134 
61 
134 
97 
169 
104 
31 
38 
62 
144 
93 
81 
114 
35 
33

地区名 世帯数 
男 女 計 

人口（平成17年12月1日現在） 

赤磐市 

▲アグリ（西軽部） 

▲!赤坂天然ライス（東軽部） 

▲お笑い赤坂亭（惣分） ▲赤坂適塾（由津里） 

▲赤坂健康管理センター（左） 
　赤坂公民館・図書館（右）（町苅田） 

▲福祉サービスセンター「春の家」 
　（町苅田） 

▲赤坂中学校（町苅田） 

▲笹岡公民館（坂辺） 

山 手  惣
分 

坂
辺 

小 原 大 屋  

北佐古田 

南佐古田 

今 井 
多 賀  

東 軽 部  

西 軽 部  

由 津 里 

山 口  大 苅 田  

町
苅
田 

東窪田 西
窪
田

西
窪
田 

東窪田 西
窪
田 

ま
ち
　
か
ん
　
だ 

おお　かん　だ 

そ
う

ぶ
ん 

さ
か

な
べ 

やま て 

こ ばら 

た が 

いま　い 

おお　や 

きた さ こ　だ 

みなみ さ こ　だ 

にし かる　べ 

ひがし かる　べ ゆ づ り 

やま ぐち 

に
し
に
し

く

ぼ
た
ぼ
た 

ひがしくぼたひがしくぼた 

に
し

く

ぼ
た 

ひがしくぼた 
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赤磐市総合計画・行財政改革 赤磐市総合計画・行財政改革 赤磐市総合計画・行財政改革 

赤
磐
市
議
会
議
長 

山

田

秀

士

 

赤
磐
市
長

 

荒

嶋

龍

一

 

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
新
た
な
夢
と
希
望
を

胸
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。 

　
昨
年
は
、
歴
史
的
な
出
来
事
「
赤
磐
市
誕
生
」
と
、
「
晴
れ

の
国
お
か
や
ま
国
体
」
が
あ
り
ま
し
た
。
本
市
で
も
い
く
つ
か

の
競
技
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
各
会
場
と
も
大
成
功
の
う

ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を

は
じ
め
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
出
来
事
を
通
じ

皆
様
の
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
の
高
ま
り
を
確
信
い
た
し
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
の
責

任
を
一
層
強
く
し
て
お
り
ま
す
。 

　
本
年
は
、
赤
磐
市
が
県
南
東
部
地
域
の
拠
点
都
市
と
し
て
、

さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
べ
き
重
要
な
一
年
と
考
え
て
い
ま
す
。

｢

新
市
建
設
計
画｣

を
踏
ま
え
た
十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
「
赤
磐
市
総
合
計
画
」
を
実
行
に
移
し
つ
つ
、
地
域
ご

と
の
特
性
を
伸
ば
し
な
が
ら｢

一
体
感
の
醸
成｣

を
図
る
政
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
「
市
民
と
行
政

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
終
わ
り
に
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
赤

磐
市
の
発
展
を
祈
り
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
初
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
赤
磐
市
は
、
住
民
の
皆
様
方
は
も
と
よ
り
、
関
係
各
方
面
の

格
別
の
ご
指
導･

ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
昨
年
三
月
七
日
、

赤
磐
郡
山
陽
町
、
赤
坂
町
、
熊
山
町
、
吉
井
町
の
対
等
合
併
に

よ
り
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
市
議
会
も
合
併
と
い
う
大
き
な
節

目
の
年
に
議
員
二
十
六
人
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

　
市
民
の
皆
様
方
か
ら
、
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
市
民
へ
の
公
約
で
も
あ
り
ま
す
「
新
市
建
設
計

画
」
を
着
実
に
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

　
市
民
の
負
託
を
受
け
た
市
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
市
民
が
等

し
く
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
、
市
勢
の
進
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
に
精
一
杯
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
新
市
建
設
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
人
い
き
い
き
、

ま
ち
き
ら
り
」
に
ふ
さ
わ
し
い
赤
磐
市
を
築
き
上
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
念
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
最
後
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 



5 広報あかいわ（平成18年1月号） 

※第２回まちづくり審議会（１２月２６日）、第２回行財政改革審議会（１２月２１日）の会議内容は、広報あかいわ２月
　号でお知らせします。 
※審議会は傍聴できます。各審議会とも時間・場所を変更する場合もありますので、確認をお願いします。 

■第１回まちづくり審議会 
　１１月１１日（金）に開催した会議内容は次のと
おりです。 
™委嘱状の交付、会長、副会長の選出 
™新市建設計画の概要説明 
™新しいまちづくりに関するアンケート調査結
　果報告 
■第３回まちづくり審議会 
™日　時　１月１３日（金）　午後１時３０分～ 
™場　所　本庁３階協議会室 

■第１回行財政改革審議会 
　１１月１５日（火）に開催した会議内容は次のと
おりです。 
™委嘱状の交付、会長、副会長の選出 
™赤磐市の現状の概要説明（市の財政状況、行
　政機構、定員管理など） 
 
■第３回行財政改革審議会 
™日　時　１月１２日（木）　午後１時３０分～ 
™場　所　本庁２階第１会議室 
 

　策定している総合計画（案）ならびに行財政改革大綱（案）を示し、それに対して、市民の皆さんのご意見を募
集します。各計画案は、赤磐市のホームページ、本庁企画課、各支所管理課で閲覧できます。ご意見は、郵送・FAX・
メールなどでお寄せください。なお、応募様式は自由です。 
※タイトルを「総合計画（案）への意見」または「行財政改革大綱（案）への意見」として、氏名・住所をご記入ください。 
［募集予定期間］１月１７日（火）～１月３１日（火） 

　市では、これからのまちづくりに市民の皆さんからできるだけ多くのご意見をいただくため、次のとおり懇談
会を開催します。都合のよい会場でのご参加をお待ちしています。 

１月２１日(土) 

１月２２日(日) 

１月２３日(月) 

１月２４日(火) 

１月２５日(水) 

１月２８日(土) 

１月２９日(日) 

１月３０日(月)

午後１時３０分～３時３０分 

午後１時３０分～３時３０分 

午後７時～９時 

午後７時～９時 

午後７時～９時 

午後１時３０分～３時３０分 

午後１時３０分～３時３０分 

午後７時～９時 

中央公民館（下市３３７） 

赤坂健康管理センター（町苅田５１４） 

山陽公民館（山陽１-１０） 

桜が丘いきいき交流センター（桜が丘東５-５-３９１） 

笹岡公民館（坂辺９） 

吉井会館（周匝１３６-１） 

くまやまふれあいセンター（松木６２１-１） 

仁美農村振興センター（仁堀中１６８４-１） 

月　　日 時　　　間 場　　　　　　所 

赤磐市総合計画・行財政改革 赤磐市総合計画・行財政改革 赤磐市総合計画・行財政改革 赤磐市総合計画・行財政改革 
　赤磐市では、総合計画（まちづくり）ならびに行財政改革大綱を策定します。策定にあたっては、
審議会を設置するなど、市民の皆さんのご意見を反映します。 

●赤磐市企画課　〒７０９-０８９８ 赤磐市下市３４４ 
●ＴＥＬ.０８６９-５５-２６９２ ●ＦＡＸ.０８６９-５５-１２６１ ●ＵＲＬ ｈｔｔｐ://ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ａｋａｉｗａ．ｌｇ．ｊｐ 

意見募集 

会議内容および開催予定のお知らせ 

まちづくり懇談会 

問い合せ先 
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十
一
月
十
三
日
（
日
）
の
正
午

か
ら
是
里
農
村
公
園
で
第
十
七
回

こ
れ
里
ワ
イ
ン
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
紅
葉
し
始
め
た
会
場

に
は
遠
く
京
阪
神
か
ら
の
お
客
さ

ん
も
含
め
約
七
百
人
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
そ
の
年
の
ワ

イ
ン
の
新
酒
の
誕
生
を
祝
う
と
と

も
に
都
市
と
の
交
流
と
地
域
の
活

性
化
を
願
い
開
催
し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
ワ
イ
ン
が
こ
の
地
で
誕

生
し
て
二
十
周
年
を
迎
え
た
記
念

す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
つ
り
は
、
勝
浦
実
行
委
員
長

の
開
会
宣
言
、
荒
嶋
市
長
の
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
平
尾
吉
井
地

区
観
光
協
会
会
長
の
乾
杯
の
音
頭

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。 

　
ス
テ
ー
ジ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
阿
波
踊
り
や
傘
踊
り
、
獅

子
舞
や
生
き
生
き
太
鼓
な
ど
の
郷

土
芸
能
と
サ
ン
バ
の
華
や
か
な
音

と
踊
り
で
会
場
の
ム
ー
ド
は
最
高

潮
に
。 

　
ま
た
、
会
場
内
の
テ
ン
ト
村
で

は
、
さ
ば
寿
司
や
郷
土
料
理
、
野

菜
や
竹
細
工
な
ど
の
特
産
品
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
香

り
高
く
、
い
い
ワ
イ
ン
を
皆
さ
ん

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

第
十
七
回
こ
れ
里
ワ
イ
ン
ま
つ
り 

連
日
に
ぎ
わ
っ
た 

　
　
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」 

▲来場されたお客さんと楽しくサンバ 

サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
と
新
酒
新
酒
の
ワ
イ
ン
で
乾
杯
乾
杯 

サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
と
新
酒
の
ワ
イ
ン
で
乾
杯 

▲新酒のワインを楽しむお客さんたち 

▲郷土芸能の宗形神社奉納獅子舞 

▲バーベキューを楽しみながらステージに目をやるお客さんたち 
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十
一
月
十
九
日
（
土
）
・
二
十

日
（
日
）
、
山
陽
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

そ
の
周
辺
で
「
赤
磐
市
ふ
れ
あ
い

広
場 

in 

山
陽
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
会
場
で
は
、
商
工
会
や
地
域
ぐ

る
み
、
各
種
団
体
な
ど
の
テ
ン
ト

が
軒
を
並
べ
、
合
併
後
、
は
じ
め

て
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
と
あ
っ

て
ど
の
テ
ン
ト
も
た
く
さ
ん
の
人

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

中
央
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー
、

歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
や
恒
例
の
も
ち

投
げ
が
あ
り
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

 

連
日
に
ぎ
わ
っ
た 

　
　
　
　
「
ふ
れ
あ
い
広
場
広
場
」 

連
日
に
ぎ
わ
っ
た 

　
　
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」 

▲恒例のもち投げ 

▲バルーンアドベンチャーに 
　子どもたちも大喜び 

▲どのアクセサリーにしようかな？ ▲HIXジャグリングショー ▲魚が釣れたよ 

▲タケカワユキヒデさんらの歌声がお客さんたちを魅了しました 

サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
と
新
酒
の
ワ
イ
ン
で
乾
杯 
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中
央
公
民
館
で
は
、
公
民
館

グ
ル
ー
プ
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、

発
表
の
部
で
は
公
民
館
グ
ル
ー

プ
と
文
化
芸
術
協
会
と
が
協
力

し
、
華
や
か
な
舞
台
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。 

　
高
陽
中
学
校
格
技
場
で
は
文

化
芸
術
協
会
に
よ
る
展
示
発
表

も
あ
り
、
二
日
間
で
一
万
人
を

越
え
る
お
客
さ
ん
が
来
館
さ
れ

ま
し
た
。 

　
赤
坂
公
民
館
で
は
、
マ
ス
コ

ッ
ト
「
赤
坂
っ
ち
」
の
誕
生
が

ま
つ
り
に
華
を
添
え
、
ま
た
熊

山
公
民
館
と
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
吉
井
公
民

館
で
は
、
公
民
館
グ
ル
ー
プ
な

ど
の
作
品
展
示
と
学
習
成
果
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ど
の
地
域
の
公
民
館
も
来
場

さ
れ
た
お
客
さ
ん
は
文
化
・
芸

術
の
秋
を
た
っ
ぷ
り
堪
能
し
て

い
ま
し
た
。 

　
合
併
後
、
市
内
す
べ
て
の
公

民
館
で
「
公
民
館
ま
つ
り
」
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
山

陽
公
民
館
、
西
山
公
民
館
で
は

三
月
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
詳
し
く
は
「
広
報
あ
か
い
わ
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

▲展示された作品（高陽中学校格技場） 

▲中央公民館での舞台発表 

▲川柳、俳句、書道の展示（熊山公民館） 

▲「赤坂っち」の誕生がまつりに 
　華を添えました 

▲展示された作品を真剣に見るお客さん 
　（赤坂公民館） 

▲友禅染めの展示（中央公民館） 

▲吉井公民館の展示会場 

　
秋
晴
れ
の
十
一
月
十
二
日
・
十
三
日
に
は
熊
山
公
民
館
で
、

十
九
日
・
二
十
日
に
は
中
央
、
赤
坂
、
吉
井
公
民
館
で
そ
れ
ぞ

れ
「
公
民
館
ま
つ
り
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

各
地
域
で
公
民
館
ま
つ
り 
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◇日　　　時 
◆対 　 　 象  
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申 し 込 み  
◆会場・問い合わせ先 

　みなさんの身近にも起こりうる地震について学習してみ
ませんか。起震車の体験乗車もできます。 
　また、地震による火災発生を想定した避難訓練を行います。 

時事講座～地震対策および 
　　　　　　地震に関する研修会～ 

1月25日（水）　9：30～12：00 
な　し 
40人程度 
無　料 
不　要 
赤磐市立熊山公民館 
108699-5-1360

熊山公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
◆講　　　師 
◇対 　 　 象  
◆定　　　員 
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇会場・問い合わせ先 

　初めての人、ぜひ来てね！ビーズでいろいろな作品を作っ
てみませんか。 

はじめてのビーズ教室 

2月23日（木）、3月2日（木）、9日（木）、
16日（木）　13：30～15：30 
高山　保美 
一　般 
30人 
2,000円（材料代実費は別途いただきます） 
1月10日（火）～1月31日（火） 
赤磐市立中央公民館　10869-55-0069 

中央公民館主催講座 

◇日　　　時 
◆定　　　員 
◇入　場　料 
 
 
 
 
 
◆会場・問い合わせ先 

講演会　三遊亭楽太郎の『笑いある人生』 
2月12日（日）　13：00～15：00 
250人 
500円　 
中央公民館で入場券をお求めください。 
（1月10日（火）から販売します） 
定員になり次第締め切らせていただきます。 
※託児を希望される人は、1月31日迄に中
　央公民館へお申し込みください。 
赤磐市立中央公民館　10869-55-0069 
 

中央公民館主催講座 

◇日　　　時 
◆会　　　場 
◇出　演　者 
 
 
◆曲　　　目 
 
 
◇入　場　料  
 
 
◆会場・問い合わせ先 

　恒例のなかよしコンサート。今回は13人の弦楽器奏者
によるアンサンブルをお楽しみください。 

なかよしコンサート 

2月19日（日） 14：00～16：00（13：30開場） 
赤坂健康管理センター 
アンサンブル…ノーヴァ岡山 
ソリスト…佐　利恭子（ヴァイオリン） 
　　　　桑田　　歩（チェロ） 
モーツァルト「ディヴェルティメントヘ長調K138」 
ハイドン「チェロ協奏曲第1番ハ長調」（クィンテット版） 
ヴィヴァルディ：「四季」（全曲） 
大人（高校生以上）1,000円 
小人（中学生以下）　500円 
※当日購入できます（前売り券もあります） 
赤磐市立赤坂公民館　10869-57-2211 

赤坂公民館主催講座 

◇登録できる公民館グループとは 
 
 
 
 
◆各公民館の説明会日程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇問い合わせ先 

　平成18年度の公民館グループ登録説明会を下記の日程
で開催します。 
　「公民館グループ」とは公民館で定期的な学習活動を実
施するグループです。 
　現在登録を受けているグループも、グループとしての登
録が必要です。（登録の継続はできません。） 

グループ登録説明会 

 
¡代表者が市内在住者で、グループの半数以上の会員 
　が市内在住・在勤・在学者であり、10人以上の実
　動できるグループをいいます。 
¡年間を通じて定期的に活動できることが必要です。 
 
¡赤磐市立西山公民館　10869-55-0777 
　1月23日（月）14：00～16：00 
¡赤磐市立山陽公民館　10869-55-9777 
　1月28日（土）13：30～15：30 
¡赤磐市立吉井公民館　10869-54-1379 
　1月30日（月）13：30～15：30 
¡赤磐市立高月公民館　1086-229-9777 
　1月31日（火）13：30～15：30 
¡赤磐市立熊山公民館　108699-5-1360 
　2月1日（水）13：30～15：30 
¡赤磐市立赤坂公民館　10869-57-2211 
　2月2日（木）13：30～15：30 
¡赤磐市立中央公民館　10869-55-0069 
　2月3日（金）13：30～15：30 
 
赤磐市立中央公民館　10869-55-0069 
 

公民館グループ 

 

★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

★山陽（団地）公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

●講師プロフィール 
　昭和25年東京両国出身。アメリカンＭ＆Ｍより
哲学・理学博士号を取得している異色の落語家。
青山学院大学在学中に師匠円楽にスカウトされ
入門。昭和52年より「笑点」のレギュラーとなる。 
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※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
本
人
の

　
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

¡
全
日
本
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
選
手
権 

　
第
七
戦（
岡
山
国
際
サ
ー
キ
ッ
ト
） 

◇ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
ス
カ
イ
ピ
ッ
ト 

　
長
元
葉
幸（
桜
が
丘
西
８
丁
目
） 

         

¡
第
十
四
回
全
国
小
学
生 

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 

（
奈
良
県
大
和
郡
山
市
） 

◇
山
陽
北
小
学
校
五
年
生 

　
岡
c
梨
紗（
桜
が
丘
西
10
丁
目
） 

       

◇
山
陽
小
学
校
六
年
生 

　
中
永
彩
夏（
五
日
市
） 

       

¡
第
六
十
回
国
民
体
育
大
会 

　
秋
季
大
会 

　
新
体
操（
少
年
女
子
）競
技 

　
七
位
入
賞 

◇
岡
山
県
立
岡
山
南
高
等
学
校 

　
葛
西
真
衣（
桜
が
丘
西
６
丁
目
） 

     

　
十
一
月
十
九
日
、山
陽
ふ
れ
あ
い
公

園
体
育
館
に
、五
十
チ
ー
ム（
三
百
九

十
八
人
）が
参
加
し
て
、白
熱
し
た
試

合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◇
小
学
校
一
・
二
年
生
の
部 

¡
優
　
勝
　
ド
ラ
ゴ
ン
ダ
ッ
シ
ュ 

¡
準
優
勝
　
け
し
か
す
マ
ヨ
ネ
ー
ズ 

¡
第
三
位
　
ハ
ッ
ピ
ィ
ク
ロ
ー
バ
ー 

◇
小
学
校
三
・
四
年
生
男
子
の
部 

¡
優
　
勝
　
最
強
サ
ン
ダ
ー
ス 

¡
準
優
勝
　
４
く
ま
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ 

¡
第
三
位
　
ト
リ
プ
ル
レ
ッ
ド 

◇
小
学
校
三
・
四
年
生
女
子
の
部 

¡
優
　
勝
　
レ
イ
ン
ボ
ー
７ 

¡
準
優
勝
　
ホ
ワ
イ
ト
レ
ッ
ド 

¡
第
三
位
　
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ガ
ー
ル
ズ 

◇
小
学
校
五
・
六
年
生
男
子
の
部 

¡
優
　
勝
　
ポ
ケ
モ
ン
チ
ー
ム 

¡
準
優
勝
　
お
よ
げ
タ
イ
ヤ
キ
君 

¡
第
三
位
　
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ 

◇
小
学
校
五
・
六
年
生
女
子
の
部 

¡
優
　
勝
　
武
勇
伝 

¡
準
優
勝
　
モ
ア
イ
ス
ペ
シ
ャ
ル 

¡
第
三
位
　
Ｂ
ｉ
ｇ
ス
マ
イ
ル 
     

　
十
一
月
二
十
七
日
、赤
坂
体
育
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、市
内
の
八
チ
ー
ム
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

¡
優
　
勝
　
赤
坂
ク
ラ
ブ 

¡
準
優
勝
　
と
よ
た
は
ぴ
ね
す 

¡
第
三
位
　
桜
が
丘
ク
ラ
ブ 

     

　
十
一
月
十
三
日
、山
陽
ふ
れ
あ
い
公

園
体
育
館
を
会
場
に
、近
隣
の
市
町

か
ら
参
加
し
た
十
四
チ
ー
ム
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

¡
優
　
勝
　
御
津
Ｊ
Ｖ
Ｃ 

¡
準
優
勝
　
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ 

¡
第
三
位
　
建
部
バ
レ
ー
Ｓ
Ｐ 

　
　
　
　
　
桜
が
丘
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー 

　
　
　
　
　
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
Ｂ 

                  

　
近
県
の
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
と
岡
山
県

成
年
男
女
チ
ー
ム
が
対
戦
す
る
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
わ
く
わ

く
ホ
ッ
ケ
ー
教
室
も
あ
り
ま
す
。
興

味
の
あ
る
人
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。 

　
ま
た
多
数
の
応
援
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

日
　
時
　
一
月
二
十
九
日（
日
） 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
三
時
三

　
十
分（
雨
天
決
行
） 

場
　
所
　 

　
熊
山
運
動
公
園
多
目
的
広
場 

問
い
合
わ
せ
先
　 

　
赤
磐
市
教
育
委
員
会
熊
山
分
室 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
１
４
８ 

     

　
ス
キ
ー
協
会
で
は
、ス
キ
ー
バ
ス
ツ
ア

ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

　
初
め
て
の
人
も
ど
し
ど
し
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
初
心
者
講
習
も
あ
り

ま
す
よ
！ 

日
　
時
　
二
月
四
日（
土
） 

　
午
前
六
時
三
十
分
〜
午
後
六
時 

場
　
所
　
恩
原
高
原
ス
キ
ー
場 

参
加
対
象 

　
市
内
在
住
在
勤
の
人
。
た
だ
し
小

　
学
三
年
生
以
下
は
、保
護
者
同
伴

　
の
こ
と
。 

参
加
費 

¡
高
校
生
以
上
　
三
千
円 

¡
中
学
生
以
下
　
二
千
五
百
円 

　（
ス
キ
ー
場
で
の
昼
食
・
リ
フ
ト
代
・

　
貸
ス
キ
ー
代
は
個
人
負
担
） 

定
　
員
　
七
十
人（
先
着
順
） 

集
合
場
所
　
赤
坂
支
所 

受
　
付
　
一
月
五
日
〜（
電
話
可
） 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内 

　
体
育
協
会
事
務
局 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
７
３
８ 

ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー
バ
ス 

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集
！ 

全
国
大
会
出
場 

お
め
で
と
う
！ 

〈
敬
称
略
〉 

第
一
回
赤
磐
市
小
学
生 

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
結
果 

第
四
十
五
回
山
陽
地
域 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果 

 

第
三
回
山
陽
杯
小
学
生 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
結
果 

 

第
三
回
熊
山
ホ
ッ
ケ
ー
大
会 

わ
く
わ
く
ホ
ッ
ケ
ー
教
室 

 

▲準優勝の山陽ジュニアバレーボール 
　スポーツ少年団Ｂ 
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シリーズo

介
護
 ９ 

 

　
赤
磐
市
で
は
先
月
号
で
紹
介
し
た
「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
平
成
十
八
年
四
月
開
設

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
本
庁
の
「
セ
ン
タ
ー
」
に
は
、
社
会
福
祉
士
、

保
健
師
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
専
門
職
を

配
置
し
、
各
支
所
に
は
「
分
室
」
と
し
て
一
〜

二
人
の
人
員
配
置
を
す
る
予
定
で
す
。
今
回
は

セ
ン
タ
ー
の
三
つ
の
柱
と
な
る
主
な
仕
事
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。
 

q
高
齢
者
の
「
総
合
相
談
窓
口
」
 

　
保
健
・
福
祉
・
医
療
な
ど
の
各
種
相
談
を
制

度
の
垣
根
に
と
ら
わ
れ
な
い
「
総
合
相
談
窓
口
」

と
し
て
広
く
受
け
付
け
ま
す
。
 

w
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

　
虚
弱
な
人
が
要
支
援
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

ま
た
、
な
っ
た
場
合
で
も
悪
化
し
な
い
よ
う
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
一
体
的
に
考
え
る
こ
と
の
で
き

る
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
当
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い
虚
弱
な
人
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
介

護
予
防
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
援
助

し
、
新
し
い
介
護
保
険
制
度
で
要
支
援
１
、
要

支
援
２
に
な
っ
た
人
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し

ま
す
。
 

e
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

　
高
齢
者
が
で
き
る
限
り
地
域
の
中
で
暮
せ
る

よ
う
、
要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
の
在
宅
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
支
援
を
し
、
そ
の
た
め
に
必

要
な
資
源
（
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
を
地
域
の
人
た

ち
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
役
割
を
担
い
ま
す
。
 

　
「
セ
ン
タ
ー
」
で
は
赤
磐
市
の
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
尊
厳
あ
る
そ
の
人
ら
し
い
生

活
を
継
続
さ
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
し
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
w

　
年
末
年
始
、
運
動
が
不
足
ぎ
み
、
暴
飲

暴
食
に
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？ 

 

●
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
と
は 

　
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
（
厚
生
労

働
省
・
農
林
水
産
省
作
成
）
は
、
「
健
康

の
た
め
に
良
い
食
生
活
を
」
と
思
っ
て
は

い
て
も
、
い
っ
た
い
何
を
ど
れ
く
ら
い
食

べ
れ
ば
体
に
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
あ

る
い
は
、
忙
し
い
毎
日
の
な
か
で
栄
養
を

意
識
し
て
食
べ
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う

人
に
も
、
望
ま
し
い
食
事
の
組
み
合
わ
せ

方
が
ひ
と
目
で
わ
か
る
よ
う
に
イ
ラ
ス
ト

を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
（
図
１
） 

　
食
事
を
「
主
食
」
「
副
菜
」
「
主
菜
」
「
牛

乳
・
乳
製
品
」
「
果
物
」
の
五
つ
の
料
理

区
分
に
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
一
日
に
必
要
な

量
を
コ
マ
の
形
の
イ
ラ
ス
ト
に
あ
て
は
め

て
表
し
て
い
ま
す
。
ど
れ
か
一
つ
の
グ
ル
ー

プ
だ
け
を
と
り
す
ぎ
る
な
ど
し
て
コ

マ
が
倒
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

意
識
し
て
食
べ
る
こ
と
で
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

●
主
食
、
副
菜
、
主
菜
っ
て
な
に
？ 

　
焼
き
魚
定
食
の
お
膳
を
思
い
浮
か

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
主
食
」
は
ご

は
ん
で
、
主
に
炭
水
化
物
の
供
給
源

と
な
る
も
の
で
す
。
「
副
菜
」
は
、

筑
前
煮
と
お
ひ
た
し
、
野
菜
入
り
の

味
噌
汁
で
、
野
菜
、
芋
、
海
藻
な
ど
、

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維

の
供
給
源
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
「
主

菜
」
は
焼
き
魚
で
、
肉
、
魚
、
豆
腐

な
ど
、
主
に
た
ん
ぱ
く
質
の
供
給
源

と
な
る
料
理
で
す
。 

●
実
践
の
コ
ツ 

q
「
一
つ
分
」
の
量
を
把
握
す
る 

w
主
食
を
し
っ
か
り
と
る 

e
朝
食
に
「
副
菜
」
を
と
り
い
れ
る 

r
外
食
で
も
一
品
は
副
菜
を
注
文
す
る 

t
加
熱
し
た
野
菜
で
量
を
か
せ
ぐ 

y
朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
る 

●
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
活
用
を
！ 

　
コ
マ
の
中
で
は
一
日
分
の
料
理
食
品
の

例
を
示
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
一
日
座
っ
て
仕
事

を
し
て
い
る
運
動
習
慣
の
な
い
男
性
に
と
っ

て
の
適
量
を
示
し
て
い
ま
す
。
（
こ
の
イ

ラ
ス
ト
の
料
理
例
を
合
せ
る
と
、
お
よ
そ

二
千
二
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
）
ま
ず
は
自
分

の
食
事
内
容
と
コ
マ
の
中
の
料
理
を
見
く

ら
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
多
す
ぎ
て
も
少

な
す
ぎ
て
も
コ
マ
は
倒
れ
ま
す
。 

 

図  1
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図書館 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 

ブックんのおはなし会 
　日　　時　毎週土曜日　午後3時～（第3土曜日は除く） 
　場　　所　赤磐市立赤坂図書館 
　内　　容　絵本や紙しばいなどの読み聞かせをします。 
　　　　　　さぁみんなで楽しいおはなしの世界へ!!

おはなしおばちゃんの楽しいクッキング 
　日　　時　1月29日（日）　午前10時～正午 
　場　　所　赤磐市立熊山公民館　調理室 
　内　　容　絵本に出てくるおやつにチャレンジ!! 
　　　　　　何が出来るかな???

第8回  赤磐川柳大会 
　日　　時　2月5日（日）　午前9時～午後4時 
　場　　所　赤磐市立中央公民館　3階展示講座室 

　恒例の川柳大会です。 
　初めての人も大歓迎しますので、詳しい要綱を中央図書館でご覧のうえ
　ふるってご参加ください。 
 
やまびこ朗読会  平成17年度岡山県読書推進表彰受賞 

　　11月23日（水）、ロマン高原かよう総合会館で開催された一日こども図書館フェスティバルで、岡山県
　読書推進表彰式が行われました。 
　　これは、岡山県内で読書の推進および普及に尽力し、その功績が顕著なものを表彰するものであり、やま
　びこ朗読会が表彰されました。 
　　やまびこ朗読会は、昭和56年に発足し、視覚障害を持つ人のために活字印刷物を音訳する活動を行って
お　り、現在の会員数は、男性3人、女性10人です。広報さんよう・広報あかいわを朗読・録音したカセット
テー　プは290号にもなります。 
 

おはなしの世界を楽しみましょう（第2回ボランティア養成講座） 
　日　　時　1月21日（土）　午後2時～3時30分 
　場　　所　赤磐市立熊山図書館 
　内　　容　絵本や物語などのおはなしの世界には、不思議な世界や楽し
　　　　　　い世界の他いろいろな世界があります。その、おはなしの世
　　　　　　界を講師の先生の楽しい解説で旅してみませんか。 

●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
●休 館 日 
　毎週月曜日（熊山は毎
週水曜日）、第３日曜日、
祝日、月末整理日ほか 
（詳しくは、暮らしのカレン
ダーをご覧ください） 

　
今
年
生
誕
百
年
を
迎
え
る
永
瀬
清
子
の
詩

の
朗
読
会
を
開
催
し
ま
す
。 

日
　
時
　
二
月
十
二
日（
日
）　
午
後
二
時 

　
　
　
　
午
後
四
時
三
十
分
終
演
予
定 

場
　
所
　
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

　（
赤
磐
市
松
木
六
二
一
ノ
一
） 

入
場
料
　
無
料（
整
理
券
が
必
要
で
す
） 

申
込
方
法 

　
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
を
ご
記
入
の

う
え
、お
申
込
み
く
だ
さ
い（
一
枚
に
つ
き
一
人
）。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
、入
場
整

理
券
を
お
送
り
し
ま
す
。 

受
付
期
間
　
一
月
二
十
三
日（
月
）ま
で 

　（
当
日
消
印
有
効
） 

出
演
内
容 

◇
辻
井
喬（
詩
人
／
本
名
・
堤
清
二
） 

　
伊
東
敏
恵（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
予
定
） 

◇
「
証
言
・
永
瀬
清
子
」（
ビ
デ
オ
上
映
・
伊
藤

　
桂
一
／
詩
人
・
作
家
） 

　
解
説
／
辻
井
喬
　
井
奥
行
彦（
詩
人
） 

◇
「
第
四
回
永
瀬
清
子
賞
」
優
秀
賞
受
賞
者 

◇
赤
磐
市
の
四
地
域（
山
陽
・
赤
坂
・
熊
山
・
吉
井
）

　
の
合
唱
団
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
合
唱
「
美
し

　
い
国
」 

　
指
揮
／
松
本
憲
治
　
ピ
ア
ノ
／
小
野
澤
篤 

◇ 

市
民
に
よ
る
永
瀬
清
子
詩
の
朗
読 

生
誕
百
年
に
よ
せ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集 

　
あ
な
た
の
心
の
永
瀬
清
子
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
様
式
は
自
由
で
随
時
受
け

付
け
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
赤
磐
市
教
育
委
員
会
熊
山
分
室 

　
「
永
瀬
清
子
の
詩
の
世
界
」
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
１
４
８ 

第
十
回
朗
読
会 



 春
よ
 

こ
の
私
に
何
を
も
っ
て
き
て
く
れ
た
？
 

や
わ
ら
か
い
花
び
ら
 

う
れ
し
い
匂
い
 

で
も
そ
れ
ら
は
皆
す
ぐ
行
っ
て
し
ま
う
 

お
お
、慣
れ
ぬ
私
の「
言
葉
」
が
 

本
当
の
願
い
を
云
っ
た
の
だ
と
 

信
じ
て
く
れ
る
や
さ
し
い
耳
を
も
っ
て
来
て
ほ
し
い
の
 

我
が
ま
ま
で
な
し
に
 

大
き
す
ぎ
も
せ
ず
　
小
さ
す
ぎ
も
せ
ず
に
 

誰
か
ら
も
強
い
ら
れ
ず
に
 

正
真
正
銘
の
望
み
を
私
は
云
お
う
 

 さ
あ
春
よ
　
き
い
て
お
く
れ
 

ど
ん
な
敷
石
の
間
か
ら
も
 

緑
の
芽
が
う
る
お
い
出
る
よ
う
に
 

私
は
自
分
の
胸
を
語
ろ
う
 

新
ら
し
す
ぎ
る
と
思
う
な
　
無
理
す
ぎ
る
と
思
う
な
 

お
前
は
信
じ
て
お
く
れ
　
聴
い
て
お
く
れ
 

　
春
よ
　
緑
よ
 

　（『
春
に
な
れ
ば
う
ぐ
い
す
と
同
じ
に
』
 

　
　
一
九
九
五
年
四
月
　
思
潮
社
） 
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人 hito

【永瀬清子の詩を読むt】 

　
　
緑
 

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
年
を
迎
え
、皆
様
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
 

　
さ
て
、新
年
の
最
初
に
ご
紹
介
し

た
い
の
は
、詩
「
緑
」
で
す
。
こ
の
詩

は
か
つ
て
「
新
年
よ
」
の
題
名
で
新

聞
「
岡
山
民
報
」（
一
九
七
五
年
一
月
）

に
発
表
さ
れ
た
詩
で
す
。
 

　
永
瀬
清
子
は
、詩
「
緑
」で「
慣
れ

ぬ
私
の『
言
葉
』
が
／
本
当
の
願
い

を
云
っ
た
の
だ
と
／
信
じ
て
く
れ
る

や
さ
し
い
耳
を
も
っ
て
来
て
ほ
し
い
の
」

と
、「
私
」
の
「
言
葉
」
を
理
解
し
て

ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
述
べ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
「
私
」
が
理
解
し
て
ほ
し
い

と
願
う
「
言
葉
」
は
、「
我
が
ま
ま
で

な
し
に
／
大
き
す
ぎ
も
せ
ず
　
小

さ
す
ぎ
も
せ
ず
に
／
誰
か
ら
も
強

い
ら
れ
ず
に
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、自

然
な
「
言
葉
」
を
指
し
て
い
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
 

　
し
た
が
っ
て
、「
私
」
が
願
う
「
言

葉
」
は
、春
が
も
た
ら
し
た
「
や
わ
ら

か
い
花
び
ら
　
う
れ
し
い
匂
い
」
の

よ
う
に
「
皆
す
ぐ
行
っ
て
し
ま
う
」

も
の
で
、日
常
的
な
言
葉
ば
か
り
で

は
な
く
、そ
う
し
た
言
葉
だ
け
で
は

表
現
し
き
れ
な
い
気
持
ち
を
表
現

で
き
る
言
葉
を
求
め
る
願
い
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
 

　
と
こ
ろ
で
、生
前
の
永
瀬
清
子
を

知
る
方
が
興
味
深
い
こ
と
を
述
べ
て

い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
ま
ず
、
高
校
生
の
頃
に
永
瀬
清

子
の
指
導
を
受
け
た
詩
人
の
井
奥

行
彦
氏
は
詩
「
緑
」
を
引
用
し
、永

瀬
清
子
が
「
詩
人
を
志
し
た
理
由

は
大
別
し
て
二
つ
あ
り
ま
す
」
と
し

て
「
言
葉
の
な
い
悔
し
さ
」
と
「
自

己
の
消
滅
」
の
問
題
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
問
題
を
「
言
葉
の

永
遠
性
で
超
克
し
よ
う
と
し
た
」

と
考
え
て
い
ま
す（
『
詩
人
永
瀬
清

子
作
品
集
―
熊
山
橋
を
渡
る
―
』）。

す
な
わ
ち
、自
分
の
言
い
た
い
こ
と

が
言
え
ず
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
死

ぬ
こ
と
へ
の
抵
抗
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、岡
山
女
性
史
研
究
会
で

活
動
を
共
に
し
た
高
畑
富
子
氏（
赤

磐
市
山
陽
郷
土
資
料
館
）は
、永
瀬

清
子
が
緑
色
の
服
を
着
て
い
る
姿

を
見
て
い
た
と
き
に
、か
つ
て
「
緑
は

あ
ん
ま
り
派
手
で
も
な
い
し
地
味

で
も
な
い
か
ら
好
き
で
す
」
と
言
わ

れ
た
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
そ
う

で
す
。
 

　
こ
の
「
派
手
で
も
な
い
し
地
味
で

も
な
い
」
と
い
う
の
は
、適
当
あ
る
い

は
ち
ょ
う
ど
い
い
と
い
う
意
味
か
ら
、

先
に
引
用
し
た
「
我
が
ま
ま
で
な
し

に
／
大
き
す
ぎ
も
せ
ず
　
小
さ
す

ぎ
も
せ
ず
に
／
誰
か
ら
も
強
い
ら

れ
ず
に
」の
詩
句
に
通
じ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、使
用
頻
度
か
ら
み
る
と
、

永
瀬
清
子
は
詩
に
色
彩
の
「
緑
」
を

多
用
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
く
、

む
し
ろ「
白
」や
「
青
」
な
ど
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
 

　
と
は
い
え
こ
れ
ら
両
氏
の
言
葉
は
、

永
瀬
清
子
の
言
語
観
や
色
彩
感
覚

に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い

言
葉
で
す
。
 

　
つ
ま
り
、冒
頭
で「
私
」の「
言
葉
」

を
理
解
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、こ
の
願
い
は

色
彩
の「
緑
」
と
植
物
の「
緑
」
に
託

さ
れ
、「
緑
の
芽
が
う
る
お
い
出
る

よ
う
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、言
葉
も

植
物
が
芽
吹
く
よ
う
に
出
て
く
る

も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
 

　
な
ら
ば
、こ
れ
ら
の

証
言
は
さ
ら
に
、
永

瀬
清
子
の
詩
に
お
け

る
「
言
葉
」
と
色
彩
の

関
係
を
も
結
び
つ
け

る
証
言
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
と
こ
ろ
で
詩
「
緑
」

は
、前
述
の
よ
う
に「
新

年
よ
」
の
題
名
で
詩

と
し
て
発
表
し
、
短

章
集
『
焔
に
薪
を
』（
一
九
八
〇
年
）

に
短
章
と
し
て
再
録
の
後
、自
選
詩

集
『
私
は
地
球
』（
一
九
八
三
年
）に

ほ
ぼ
同
じ
詩
句
で
詩
と
し
て
再
録

さ
れ
、さ
ら
に
、『
女
の
詩
　
扉
を
あ

け
て
』（
一
九
八
七
年
）で
詩
句
を

整
理
し
た
後
に
、最
後
の
詩
集
『
春

に
な
れ
ば
う
ぐ
い
す
と
同
じ
に
』に

再
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
形
式
や
詩
句
の
変
遷

に
も
永
瀬
清
子
の
言
葉
に
対
す
る

願
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
 

　
し
た
が
っ
て
、詩
「
緑
」
は
、永
瀬

清
子
の
心
か
ら
の
願
い
を
表
現
し
た

詩
と
い
え
、詩
人
・
永
瀬
清
子
を
知

る
た
め
に
は
格
好
の
詩
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
二
月
十
二
日（
日
）に
は
、第
十
回

朗
読
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
で
も
永
瀬
清
子
の
詩
を
堪

能
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で

す
。
詳
細
は
十
二
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
 

（
社
会
教
育
課
　
白
根
直
子
） 

 〈
参
考
文
献
〉『
女
の
詩
　
扉
を
あ
け

て
』（
新
日
本
出
版
社
）他
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27 28

31 2/32/2 2/4

●ブックんのおはなしかい 
　15：00～（赤坂図書館） 
●親子絵本かるた会　14：30～ 
　（中央図書館） 
●公開講座「土星」 
　18：00～21：00（竜天天文台） 
 

●としょかんわくわくタイム（おはなし） 
　14：30～（中央図書館） 
●ブックんのおはなしかい 
　15：00～（赤坂図書館） 
●おひさまおはなし会 
　11：00～（熊山図書館） 
 
 

●はじめてのトールペイント 
　9：30～12：30（中央公民館） 
●女性サークル「with」講習会 
　10：00～12：00（吉井公民館） 
●えほん読み聞かせ会 
　14：00～15：00（赤坂図書館） 
●としょかんわくわくタイム 
　14：30～（中央図書館） 
●おはなしの世界を楽しみましょう 
　14：00～（熊山図書館） 

●無料法律相談　13：00～16：00 
　（産業会館2階ふるさと交流室） 
●よろず相談　10：00～12：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●おはなしのおへや 
　15：30～（熊山図書館） 

●乳児健診　13：00～13：30 
　（山陽保健センター） 
●よろず相談　13：00～15：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●おはなしのおへや 
　15：30～（熊山図書館） 

●たんぽぽの会　10：00～11：00
　（赤坂公民館） 
●人権・行政相談　13：00～16：00 
　（本庁2階　第1会議室） 
●えほんのじかん　11：00～ 
　（中央図書館） 
●１歳６か月児健診 
　１３：００～１３：３０（山陽保健センター） 

●交通安全日 
●献血　13:00～16:00 
　（山陽保健センター） 

●２歳６か月児歯科健診 
　13：00～13：30 
　（山陽保健センター） 

●育児相談 
　対象：H17年3月・6月生 
　１０：００～１１：００（山陽保健センター） 

●よろず相談　10：00～15：00 
　（吉井会館） 
●えほんのじかん　11：00～ 
　（中央図書館） 

●健康づくり運動教室 
　10：00～13：00（吉井プラザ２階） 
 

●３歳児健診　13：00～13：30 
　（山陽保健センター） 

●市役所仕事始め 
●備前国分寺発掘調査速報展 
　「瓦に刻まれた文字」３１日まで
　（山陽郷土資料館２Ｆ） 

●ドキドキ講座／自然観察会 
　9：00～12：00（熊山公民館） 
●はじめてのトールペイント 
　9：30～12：30（中央公民館） 
●としょかんわくわくタイム 
　14：30～（中央図書館） 
●ブックんのおはなしかい 
　15：00～（赤坂図書館） 
●お笑い赤坂亭定例寄席 
　19：00～20：00（お笑い赤坂亭） 

●よろず相談　10：00～12：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●無料法律相談　13：00～16：00 
　（産業会館2階ふるさと交流室） 
 

●としょかんわくわくタイム 
　14：30～（中央図書館） 
●ブックんのおはなしかい 
　15：00～（赤坂図書館） 
 

火 水 木 金 土 

●交通安全日 
●時事講座（地震対策他） 
　9：30～12：00（熊山公民館） 
●えほんのじかん　11：00～ 
　（中央図書館） 
●たんぽぽの会　10：00～11：00 
　（赤坂公民館） 

●幼児食講習会　10：00～12：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 
 

●えほんのじかん　11：00～ 
　（中央図書館） 

●備前国分寺発掘調査速報展 
　「瓦に刻まれた文字」最終日　
　（山陽郷土資料館2階） 
●熊山支所育児相談 
　対象：熊山地域の乳幼児 
　10：00～11：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 

●離乳食講習会　10：00～11：30
　（熊山保健福祉総合センター） 
●寿学級　10：00～12：00 
　（吉井公民館） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（全館） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） ◆図書館休館日（全館） 

 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（全館） 
［医］幸ケ峯クリニック 
　　1０８６９-５５-０８１５ 
［医］森医院 1０８６９-５７-２４００ 

Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday

1月 

平成18年 ★1月の税・保険料を期限内に納めましょう 
　●国民健康保険税　８期 
　●介護保険料　５期（山陽地域） 
　●介護保険料　８期（熊山・吉井地域） 

１月３１日まで 
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★ 

 

★ 

山陽ふれあい公園 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 休館日 

休館日 

休館日 

施設整備 

休館日 

施設整備 

休館日 

休館日 

休館日 

施設整備 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

1 0869-54-23231 0869-55-4432

吉井B&G海洋センター 
屋内プール トレーニングルーム トレーニングルーム 

１０：００～ 
１２：００ 

１４：００～ 
１６：００ 

１８：３０～ 
２０：３０ 

９：００～ 
２１：００ 

９：００～ 
１７：００ 

初心者 
講　習 
実施日 

９：００～ 
１２：００ 

１３：００～ 
１７：００ 

１８：００～ 
２１：００ 

○ 屋内プール一般開放　　　☆ トレーニングルーム開放 

1
月 

日 

※トレーニングルームのご利用は高校
　生以上で初心者講習修了者に限りま
　す。初心者講習は★印に行っていま
　すが電話予約が必要です。 
　受講料４００円　再受講料３００円 

［利用料金］ 
●プール高校生以上…４００円 
　　　　中学生以下…２００円 
●トレーニングルーム…３００円 

※トレーニングルームのご利用は高校
　生以上です。 

※１１月から３月までプールはお休
　みします。 

※１２月、１月、２月は施設の利用が
　２１時までになります。 

［利用料金］ 
●トレーニングルーム…１００円 

2
●初日の出を迎える会 
　5：00～8：00（竜天天文台） 

●赤磐市成人式 
　１１：00～（山陽ふれあい公園） 

●さわやかセミナー 
　13：30～15：30（中央公民館） 

●赤磐市消防団初出式 
　10：00～（山陽ふれあい公園） 

1

8 9

15 16

22 23

29 30

日 月 

●おはなしおばちゃんの楽しい
　クッキング　10：00～ 
　（熊山図書館） 

［医］三島内科医院 
　　1０８６９-５５-５３１１ 
［医］景山医院 1０８６９９-５-２２９９ 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（全館） 
［医］小坂内科医院 
　　1０８６９-５５-３３４４ 
［医］戸川クリニック 
　　1０８６９-５７-３０５７ 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（全館） 
［医］桜が丘クリニック 
　　1０８６９-５５-８０２５ 
［医］戸川医院 1０８６９-５７-２６１１ 

◆図書館休館日（全館） 
［医］那須眼科 1０８６９-５５-８９８０ 
［医］道満医院 1０８６９-５７-２１１１ 

［医］ひらた整形外科 
　　1０８６９-５６-０７００ 
［医］越宗医院 1０８６９-５７-３０３５ 

［医］ふよう内科クリニック 
　　1０８６９-５５-７１１０ 
［医］桜井内科 1０８６９-５７-３０１２ 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（全館） 
［医］戸田小児科医院 
　　1０８６９-５５-３１２１ 
［医］米井医院 1０８６９-５４-０５５０ 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

Sunday Monday

元旦 振替休日 

成人の日 

家
族
そ
ろ
っ
て 

プ
ー
ル
へ
行
こ
う
！ 

　
冬
の
期
間
に
も
っ
と
プ
ー
ル
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、無
料
招
待
を
行
い

ま
す
。こ
の
ペ
ー
ジ
を
切
り
取
ら
な
い
で

プ
ー
ル
受
付
け
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

招
待
券
に
発
行
済
み
印
を
押
し
ま
す
。 

新
春
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト 

屋内プール無料招待券 

本件１枚にて一世帯１回限り 
入場可能です。 
赤磐市の全世帯が対象です。 

赤磐市山陽ふれあい公園 

有効期間：１月５日～３月３１日まで 
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○市の申告相談会場を利用される人は、１８ページ掲載の「申告相談日程表」をご確認のうえ、必ずご自分の地

　域の会場へお越しください。また、混雑緩和のため、できるだけ地区別指定日に該当の会場へお越しくださる

　ようお願いします。 

○青色申告をされる人、土地建物・株式などの譲渡所得のある人や、瀬戸税務署から別に案内のあった人は、瀬

　戸税務署で申告をしてください。より正確な申告をしていただくため、ご協力をお願いします。 

○事業所得（営業、農業など）や不動産所得などを申告される人は、収支内訳書を事前に作成のうえ、申告会場

　へお越しください。 

○申告期間中は各会場とも大変混雑し、待ち時間も長くなります。申告書はできるだけ自分で作成する『自書申

　告』をお願いします。 

○申告書は郵送で提出することができます。所得や控除の証明となる資料を添付し、確定申告書は瀬戸税務署

　へ、市県民税申告書は赤磐市役所税務課へお送りください。 

●事業所得や不動産所得などがある場合 

●給与所得者の場合 

平成１７年分の各種の所得金額の合計額から基礎控除その

他の所得控除を差し引き、その金額に基づいて計算した

税額から配当控除と定率減税を差し引いて残額のある人 

・ 給与の収入金額が２,０００万円を超える人 

・ 給与や退職所得以外の所得が２０万円を超える人 

・ 給与を２か所以上からもらっている人 

　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・など 

所得税（確定申告）　　　　　　　　　　　　　　　　市県民税（住民税） 

申
告
が
必
要
な
人 

●給与所得者は、通常の場合申告の必要はありませんが、次のよう

　な人は申告をしなければなりません。 

q給与所得以外に、営業・農業・不動産・利子などの所得があり、それ

　らの所得が２０万円までの人（２０万円を超えると所得税の確定申

　告が必要となります） 

w年の途中で退職した人や日給で働いている人など、給与の支払者

　から市へ給与支払報告書の提出がなかった人 

申
告
に
必
要
な
も
の 

●平成１８年１月１日現在、赤磐市に住んでいる人で、平成１７年中

　（平成１７年１月１日～１２月３１日）のすべての所得金額が、〔２８

　万円×（控除対象配偶者＋扶養親族＋本人）＋１７万６千円〕を

　超えた人（ただし、本人のみの場合は２８万円を超えた人） 

※なお、所得税の確定申告をした人は、あらためて市県民税の申告をする必要はありません。 

☆印鑑と次のもの 
●申告書が送付されている人は、その申告書 

●給与、雑所得（公的年金や個人の定期年金など）、一時所得（生

　命保険の満期など）、配当所得などのある人は、源泉徴収票や

　支払調書の原本（コピー不可） 

●社会保険料控除を受ける人は、「国民年金保険料控除証明書」 

　（＊１７ページ参照）や、国民健康保険税・任意継続の社会保険

　料・介護保険料などの領収書または支払った金額の分かるもの 

●生命保険料控除、損害保険料控除を受ける人は、支払保険料

　の証明書  

●医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収書、保険な

　どで補てんされた金額があればその明細書、寝たきりの人等

　のおむつ使用証明書など（控除額については事前に計算して

　おいてください） 

●寄付金控除を受ける人は、控除対象寄付金の受領証など 

●住宅借入金等特別控除を受ける人は、登記簿謄本、売買契約

　書の写し、住民票の写し、増改築等工事証明書、住宅取得資金

　に係る借入金の年末残高等証明書など 

◎税の還付を受ける人は、申告されるご本人の預金口座の分かるもの 

☆国保税・介護保険料にかかる申告について☆ 
国民健康保険に加入されている世帯、６５歳以上の人（介護保険第１号被保険者）のおられる世帯は、

国民健康保険税、介護保険料の算定のため、世帯員すべての人の申告が必要です。所得のない人も、

所得のないことを必ず申告してください。国民健康保険税につきましては、申告がなければ、減額に

該当する場合でもその適用を受けられませんので、ご注意ください。 

申告期間は2月16日（木）～3月15日（水）です 

申告時期が近づきました！ 申告時期が近づきました！ 申告時期が近づきました！ ☆ご注意ください！☆ ☆ご注意ください！☆ 

所得税・住民税  今年からここが変わります！ 

※ 

平成１７年分 
所得税 

平成１８年度 
住民税 
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申告時期が近づきました！ 申告時期が近づきました！ ☆ご注意ください！☆ ☆ご注意ください！☆ ☆ご注意ください！☆ 
◎「国民年金保険料控除証明書」について 
今回から、国民年金保険料を社会保険料控除に用いる

場合は、納付したことを証明する書類を必ず添付しなけ

ればならないことになりました。 

そのため、該当の人には、社会保険庁から「国民年金保

険料控除証明書」が事前に送付されますので、必ずそれ

をお持ちください。お持ちでない場合は控除できません。 

一時所得はありませんか？ 
   平成１７年中に満期を迎えた生命保険等はありませんか？ 

これらは一時所得に該当しますので、場合によっては確定申告

が必要です。今一度ご確認ください！ 

◎一時所得の金額＝ 

 収入金額－必要経費〈既払込保険料等〉－特別控除額５０万円 

   ※上記で算出した額の１/２が課税の対象となります。 

所得税・住民税  今年からここが変わります！ 所得税・住民税  今年からここが変わります！ 
●所得税・住民税／共通 

▼老年者控除の廃止 

▼公的年金等控除額の改正 

これまで老年者の人が受けることのできた、所得税で５０万円、住民税で４８万円の「老年者控除」が廃止となります。 
（※老年者＝６５歳以上：昭和１６年１月１日以前に生まれた人） 

公的年金等は次の式で算出されたものが雑所得となり、所得税・住民税ともに課税対象所得となります。 
      ◎公的年金等の雑所得＝公的年金等の総収入額－公的年金等控除額 
  今回、この公的年金控除額が以下の速算表のとおり改正されました。 

＊公的年金等に係る雑所得金額の速算表＊ 
（旧）平成１６年分まで 

公的年金等の収入金額 Ａ 
 以 上 　　　  未 満 

６５
歳
未
満 

１３０万円未満 
１３０万円           ４１０万円 
４１０万円           ７７０万円 
７７０万円以上  

６５
歳
以
上 

２６０万円未満 
２６０万円　　　  ４６０万円 
４６０万円           ８２０万円 
８２０万円以上 

公的年金等に係る 
雑所得の金額 

Ａ－７０万円 
Ａ×７５％－３７.５万円 
Ａ×８５％－７８.５万円 
Ａ×９５％－１５５.５万円 
Ａ－１４０万円 
Ａ×７５％－７５万円 
Ａ×８５％－１２１万円 
Ａ×９５％－２０３万円 

（新）平成１７年分以降 
公的年金等の収入金額 Ａ 
 以 上 　　　  未 満 

６５
歳
未
満 

１３０万円未満 
１３０万円           ４１０万円 
４１０万円           ７７０万円 
７７０万円以上  

６５
歳
以
上 

３３０万円未満 
３３０万円           ４１０万円 
４１０万円           ７７０万円 
７７０万円以上 

公的年金等に係る 
雑所得の金額 

Ａ－７０万円 
Ａ×７５％－３７.５万円 
Ａ×８５％－７８.５万円 
Ａ×９５％－１５５.５万円 
Ａ－１２０万円 
Ａ×７５％－３７.５万円 
Ａ×８５％－７８.５万円 
Ａ×９５％－１５５.５万円 

●住民税のみ 
▼妻の均等割の非課税措置全廃 

▼定率減税の1/2縮減 

▼人的非課税範囲の見直し 

均等割の納税義務を負う夫と生計を同一にし、同じ市町村内に住所を有する妻の所得が一定金額（１６ページ※参照）
を超えた場合、平成１８年度から均等割が全額（４,５００円）課税されます。 

平成１７年度まで、定率減税として、税額から所得割額の１５％（上限４万円）を控除していましたが、平成１８年度は、
この定率減税が７.５％（上限２万円）に引き下げられることになりました。 

これまで、６５歳以上で前年所得金額が１２５万円以下の人は、住民税が非課税でしたが、この非課税措置が今年から
段階的に廃止されます。 
　◎（平成１８年度）１/３を課税  ⇒ （平成１９年度）２/３を課税  ⇒ （平成２０年度）全額課税 

○所得税は… ○市県民税は… 
瀬戸税務署個人課税部門 
〒709-0861 赤磐郡瀬戸町瀬戸70 
10869-52-1155

赤磐市役所税務課市民税係 
〒709-0898 赤磐市下市344 
10869-55-0951 

【問い合わせ先および郵送先】 国税庁ホームページ 

で、所得税の確定申告書が作成できます。 

(http://ｗｗｗ.nta.go.jp)
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16
17
20
21
22
23
24
26
27
28
1
2
3
6
7
8
9
10
13
14
15

2

3

木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 

本庁（２階大会議室） 
本庁（２階大会議室） 
高月公民館 
高月公民館 
本庁（２階大会議室） 
本庁（２階大会議室） 
本庁（２階大会議室） 
本庁（２階大会議室） 
本庁（２階大会議室） 
本庁（２階大会議室） 
西山公民館 
西山公民館 
西山公民館 
本庁（２階大会議室） 
本庁（２階大会議室） 
本庁（２階大会議室） 
本庁（２階大会議室） 
本庁（２階大会議室） 
本庁（２階大会議室） 
本庁（２階大会議室） 
本庁（２階大会議室） 

山陽１～３丁目 
山陽４～７丁目 
馬屋・岩田 
和田・穂崎 
山陽１～７丁目 
長尾・立川 
河本・下市 
平日都合の悪い人 
桜が丘西１～５丁目 
桜が丘西６～１０丁目 
鴨前・斗有 
下仁保・西山団地・上仁保 
西中 
桜が丘西全域 
熊崎・南方・斎富 
沼田・中島 
日古木・二井・高屋 
上市・正崎・五日市 
尾谷・津崎・神田 
旧山陽町全地区 
旧山陽町全地区 

月 日 対象地区 会　　場 曜日 
16
17
20
21
22
23
24
26
27
28
1
2
3
6
7
8
9

10
13
14
15

2

3

木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 

くまやまふれあいセンター 
くまやまふれあいセンター 
英国庭園 
英国庭園 
桜が丘いきいき交流センター 
桜が丘いきいき交流センター 
桜が丘いきいき交流センター 
桜が丘いきいき交流センター 
桜が丘いきいき交流センター 
桜が丘いきいき交流センター 
桜が丘いきいき交流センター 
桜が丘いきいき交流センター 
桜が丘いきいき交流センター 
桜が丘いきいき交流センター 
くまやまふれあいセンター 
くまやまふれあいセンター 
くまやまふれあいセンター 
くまやまふれあいセンター 
くまやまふれあいセンター 
くまやまふれあいセンター 
くまやまふれあいセンター 

勢力・千躰 
奥吉原 
沢原・佐古 
殿谷・岡・酌田 
可真下 
可真上・野間 
桜が丘東１丁目 
平日都合の悪い人 
桜が丘東２丁目 
桜が丘東３丁目 
桜が丘東４丁目 
桜が丘東５丁目 
桜が丘東６丁目 
弥上・稗田・石蓮寺 
円光寺・吉原 
河田原・釣井 
徳富・小瀬木・松木 
小野田・豊田 
旧熊山町全地区 
旧熊山町全地区 
旧熊山町全地区 

月 日 対象地区 会　　場 曜日 

16
17
20
21
22
23
24
26
27
28
1
2
3
6
7
8
9
10
13
14
15

2

3

木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 

笹岡公民館 
笹岡公民館 
笹岡公民館 
赤坂支所（２階大会議室） 
赤坂支所（２階大会議室） 
赤坂支所（２階大会議室） 
赤坂支所（２階大会議室） 
赤坂支所（２階大会議室） 
赤坂支所（２階大会議室） 
赤坂支所（２階大会議室） 
赤坂支所（２階大会議室） 
赤坂支所（２階大会議室） 
赤坂支所（２階大会議室） 
赤坂支所（２階大会議室） 
赤坂支所（２階大会議室） 
赤坂支所（２階大会議室） 
赤坂支所（２階大会議室） 
赤坂支所（２階大会議室） 
赤坂支所（２階大会議室） 
赤坂支所（２階大会議室） 
赤坂支所（２階大会議室） 

坂辺・下分 
惣分・大屋・大屋下・山手 
小原･奥小原･小原上･出屋 
西軽部 
東軽部 
町苅田 
東窪田 
平日都合の悪い人 
南佐古田・多賀 
北佐古田・今井 
由津里 
山口 
西窪田 
大苅田 
旧赤坂町全地区 
旧赤坂町全地区 
旧赤坂町全地区 
旧赤坂町全地区 
旧赤坂町全地区 
旧赤坂町全地区 
旧赤坂町全地区 

月 日 対象地区 会　　場 曜日 
16
17
20
21
22
23
24
26
27
28
1
2
3
6
7
8
9

10
13
14
15

2

3

木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 

是里多目的研修施設 
山方研修センター 
山方研修センター 
山方研修センター 
吉井支所（２階第１会議室） 
吉井支所（２階第１会議室） 
吉井支所（２階第１会議室） 
吉井支所（２階第１会議室） 
吉井支所（２階第１会議室） 
吉井支所（２階第１会議室） 
吉井支所（２階第１会議室） 
布都美林間学校 
布都美林間学校 
竜天くついし夢の里会館 
仁美農村振興センター 
仁美農村振興センター 
仁美農村振興センター 
仁美農村振興センター 
佐伯北研修センター 
佐伯北研修センター 
吉井支所（２階第１会議室） 

是里全域 
黒本 
黒沢 
滝山・中山（松ヶ峯を除く） 
河原屋・草生 
周匝（中之町） 
周匝（下之町） 
平日都合の悪い人 
周匝（中之町・下之町以外の方） 
中村 
福田 
小鎌中・小鎌上・西勢実 
合田･中畑･石上･小鎌下･広戸 
戸津野・中勢実 
塩木・平山 
仁堀東 
仁堀中 
仁堀西 
仁軒屋・石・八島田・暮田 
稲蒔･高田･光木･中山（松ヶ峯） 
旧吉井町全地区 

月 日 対象地区 会　　場 曜日 

○本年度は、休日の相談日を１日設けています。平日ご都合の悪い人はご利用ください。　 

○本年度から、次の５会場を廃止します。ご了承ください。 
　（旧赤坂町の今井公民館、旧吉井町の草生・黒本・仁軒屋・小鎌上の各コミュニティハウス） 

【申告相談受付時間】午前９時～午後４時 
※高月公民館および西山公民館は、午前９時～午後３時 

●旧山陽町地域 
【申告相談受付時間】午前９時～午後４時 
●旧熊山町地域 

【申告相談受付時間】午前９時～午後４時 
●旧赤坂町地域 

【申告相談受付時間】午前９時～午後４時 
●旧吉井町地域 

申　告　相　談　日　程　表 
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公
的
年
金
の
申
告
相
談
会
を
開
催
し
ま
す 

公
的
年
金
の
申
告
相
談
会
を
開
催
し
ま
す 

（開 催 日 時 ・ 開 催 会 場） 

平成１７年分・公的年金等の源泉徴収票 

開 催 日 時   　間 会   　場 

２月１日～２月３日 

２月６日～２月８日 

９時～１６時 

９時３０分～１６時 

本庁２階大会議室 

備前商工会館４階大ホール 

　
高
齢
者
の
年
金
所
得
計
算
方
法
の
変
更
や
、
老
年
者
控
除
の
廃
止
な
ど
の
税

制
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
瀬
戸
税
務
署
で
は
、
左
下
の
日
程
で
公
的
年
金
の
申

告
相
談
会
を
開
催
し 

ご
自
分
で
申
告
書
を
作
成
し
て 

い
た
だ
く
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス 

を
し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
に
必
要
な
次
の
書
類
な
ど

を
お
持
ち
に
な
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

●
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票 

●
生
命
保
険
、
損
害
保
険
の
控
除
証
明
書 

●
健
康
保
険
料
等
の
支
払
金
額
が
わ
か
る
も
の 

●
印
鑑 

●
預
金
口
座
番
号
等
が
わ
か
る
も
の
　
な
ど 

 

な
お
、
当
日
は
作
成
し
た
申
告
書
の
提
出
が
出
来
ま
す
。 

　昼間、就労などのため保護者がいない家庭の子どもたちが、安全で充実した放課後を過ごすため、また、
安心して就労できるよう、放課後児童クラブをご活用ください。 
★対　　象：小学校（原則は低学年）児童 
★開所時間・利用料金など、クラブにより異なりますので、詳しくは下記までお問合せください。 

山陽いろは児童クラブ（山陽いろは保育園内） 

こくぶんじのびのびクラブ（山陽国分寺保育園内） 

さんこう児童クラブ（さんこう保育園内） 

サンサンキッズ（山陽西小学校内） 

さくらんぼクラブ（あすなろ保育園内） 

いろは児童クラブ（清風いろは保育園内） 

桜が丘児童センター(桜が丘地域保育センター内) 

こめっこクラブ（石相小学校内） 

とよたキッズクラブ（豊田小学校内） 

いわっ子クラブ（磐梨小学校内） 

くまっこクラブ（桜が丘小学校内） 

城南ふれあいクラブ（吉井子育て支援センター内） 

仁美ふれあいクラブ（仁美保育園内） 

下市４１１ 1（０８６９）５５-０３５５ 

穂崎７８０-１ 1（０８６）２２９-２８１１ 

西中２２０-１ 1（０８６９）５５-３５１７ 

山陽３-１ 1（０８６９）５５-４２３３ 

桜が丘西３-１４-１９ 1（０８６９）５５-５６６５ 

桜が丘西６-１０-２１ 1（０８６９）５５-３１３１ 

桜が丘西８-１５-２ 1（０８６９）５５-５１６１ 

町苅田６４ 1（０８６９）５７-３５１５ 

松木５６９ 1（０８６９９）５-９９７８ 

沢原５５-１ 1（０８６９９）５-３３１３ 

桜が丘東６-７５６-１ 1（０８６９９）５-２４７４ 

周匝１５４９ 1（０８６９）５４-０７２１ 

仁堀中８５５ 1（０８６９）５８-２２５５ 

直接クラブへ 

直接クラブへ 

直接クラブへ 

直接クラブへ 

直接クラブへ 

直接クラブへ 

直接クラブへ 

直接クラブへ　石相・軽部・笹岡小への就学児童が対象 

直接クラブへ　入所説明会：２月１７日(金)１６時～ 

直接クラブへ　入所説明会：２月１７日(金) 

直接クラブへ　入所説明会：２月１５日(水)１１時～ 

吉井支所健康福祉課 1５４-１３７４　城南小学校へ就学の児童が対象 

吉井支所健康福祉課 1５４-１３７４　仁美小学校へ就学の児童が対象 

 

クラブ名 住所・電話番号 問合せ・申込み・その他 

瀬
戸
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

問い合わせ先 瀬戸税務署 1０８６９-５２-１１５５ 



           

日
　
時
　
一
月
三
十
一
日
（
火
）

　
午
前
十
時
〜
十
一
時 

場
　
所
　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ

　
ン
タ
ー 

対
象
児
　
熊
山
地
域
の
乳
幼
児 

持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳 

内
　
容
　
身
体
計
測
・
育
児
相
談
・

　
栄
養
相
談 

問
い
合
わ
せ
先
　 

　
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

    

　
妊
婦
を
対
象
に
母
親
学
級
を
開

催
し
ま
す
。
受
講
希
望
者
は
、
事

前
に
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い 

日
　
時 

〈
一
回
〉
二
月
二
日
（
木
） 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
正
午 

〈
二
回
〉
三
月
十
三
日
（
月
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

場
　
所
　
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ

　
ー
相
談
室 

持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳 

内
　
容 

〈
一
回
〉 

¡
助
産
師
に
よ
る
講
話
「
妊
娠
中

　
の
心
構
え
や
産
後
の
体
の
変
化

　
に
つ
い
て
」
な
ど 

¡
栄
養
師
に
よ
る
栄
養
指
導
・
お

　
や
つ
の
試
食
な
ど 

〈
二
回
〉 

¡
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ク
ス
と
ス
ト

　
レ
ッ
チ
（
運
動
の
で
き
る
服
装
） 

※
妊
娠
初
期
や
お
腹
の
張
り
や
す

　
い
人
ま
た
医
師
か
ら
安
静
を
指

　
示
さ
れ
て
い
る
人
は
ご
遠
慮
く

　
だ
さ
い 

申
し
込
み
先 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
母
子
保
健
係 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

申
込
期
間
　 

〈
一
回
目
〉
一
月
六
日
（
金
）
〜

　
一
月
十
八
日
（
水
） 

〈
二
回
目
〉
二
月
十
五
日
（
水
）

　
〜
二
月
二
十
八
日
（
火
） 

    

　
離
乳
食
づ
く
り
の
基
礎
を
勉
強

し
ま
す
。
（
要
予
約
） 

日
　
時
　
一
月
二
十
六
日
（
木
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所
　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ

　
ン
タ
ー
二
階
調
理
室 

対
象
者
　
四
カ
月
〜
一
歳
五
カ
月

　
児
の
保
護
者
（
託
児
有
） 

定
　
員
　
先
着
二
十
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
母
子
健
康
手
帳 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

    

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て
食

べ
て
、
健
康
な
体
づ
く
り
に
つ
い

て
勉
強
し
ま
せ
ん
か
（
要
予
約
） 

日
　
時
　
一
月
二
十
四
日
（
火
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

場
　
所
　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ

　
ン
タ
ー
二
階
調
理
室
　 

対
象
者
　
二
歳
児
と
そ
の
保
護
者 

募
集
人
数
　
先
着
二
十
組 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾 

申
込
期
限 

　
一
月
十
八
日
（
水
）
ま
で 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

  

               

　
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に
必

要
な
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
は
、

今
ま
で
病
院
で
の
み
発
行
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
一
定
の
要
件
を
満

た
し
た
人
に
は
、
市
役
所
で
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

対
象
者 

　
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援

認
定
者
で
、
お
む
つ
代
に
つ
い
て

確
定
申
告
に
係
る
医
療
費
控
除
を

受
け
る
の
が
二
年
目
以
降
の
人
で
、

前
年
か
ら
引
き
続
き
お
む
つ
が
必

要
な
状
態
が
継
続
し
て
い
る
と
判

断
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
　
　 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

  

               

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
六
十
五

歳
以
上
で
要
介
護
三
・
四
・
五
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
確
定

申
告
で
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。 

 

障
害
者
控
除
の
対
象
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
人
で
、
認
定
書
の

必
要
な
人
は
、
市
役
所
保
健
福
祉

課
、
各
支
所
健
康
福
祉
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
（
申
請
に
は
印

鑑
が
必
要
で
す
。
） 

問
い
合
わ
せ
先
　
　 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

 

¡
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
７ 

¡
本
庁
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
６ 

●本庁代表 
　10869-55-1111 
●赤坂支所代表 
　10869-57-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　10869-54-1111

障
害
者
控
除
対
象
者 

認
定
書
の
交
付 
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健
康
福
祉 

離
乳
食
講
習
会 

熊
山
支
所
育
児
相
談 

母
親
学
級
受
講
者
募
集 

臨時保育士 
募　集 

臨時保育士 
募　集 

　赤磐市では、４月１日

採用予定の臨時保育

士を次のとおり募集し

ています。 

【資　　格】保育士資格証保持者 

【年　　齢】４０歳まで 

【募集人員】若干名 

【受付期間】１月３１日（火）まで 

【雇用場所】市内の公立保育園 

【雇用期間】４月～（最長１年） 

【問い合わせ・申し込み先】 

　本庁社会福祉課子育て支援係 

　1０８６９-５５-１１１５ 

 

お
む
つ
使
用 

証
明
書
の
交
付 

幼
児
食
講
習
会 



¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
７
４ 

      

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

　
ら
れ
ま
す
。 

  【
熊
山
地
域
】 

日
　
時 

¡
一
月
六
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

¡
一
月
二
十
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

¡
二
月
三
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

場
　
所
　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ

　
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

¡
一
月
六
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
森
定
　
温
知 

　
【
人
　
　
権
】
和
気
　
宏
昌 

　
【
行
　
　
政
】
射
矢
　
昌
美 

¡
一
月
二
十
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
佐
藤
　
禮
子 

　
【
人
　
　
権
】
勝
山
　
英
世 

¡
二
月
三
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
津
田
　
忠
彦 

　
【
人
　
　
権
】
中
川
　
　
翠 

　
【
行
　
　
政
】
射
矢
　
昌
美 

【
吉
井
地
域
】 

日
　
時
　
一
月
十
八
日
（
水
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

場
　
所
　
赤
磐
市
立
吉
井
会
館 

相
談
内
容
お
よ
び
協
力
機
関 

　
【
人
　
　
権
】
戸
川
　
正
美 

　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
和
也 

　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
　
徹 

　
【
心
配
ご
と
】
中
原
　
　
淳 

　
【
行
　
　
政
】 

　
　
　
岡
山
行
政
評
価
事
務
所 

　
　
　
　
　
　
　
杉
本
　
宗
義 

　
【
身
体
障
害
】
平
井
　
　
章 

　
【
知
的
障
害
】
岡
本
　
孝
哉 

　
【
法
　
　
律
】
岡
山
弁
護
士
会 

　
【
年
　
　
金
】 

　
　
　
岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所 

　
【
児
　
　
童
】 

　
　
　
岡
山
中
央
児
童
相
談
所 

※
身
体
障
害
・
知
的
障
害
に
つ
い

　
て
の
ご
相
談
は
、
午
後
一
時
か

　
ら
二
時
ま
で
で
す
。 

※
法
律
・
児
童
に
つ
い
て
の
ご
相

　
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。
赤
磐

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
吉
井
支
所

　
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）２
５
３
３ 

    

日
　
時
　
二
月
三
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

相
談
員
　
岡
山
弁
護
士
会
所
属 

弁
護
士
　
奥
田
　
哲
也 

　
　
　
　
賀
川
進
太
郎 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時

　
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
（
相

　
談
時
間
は
一
人
約
三
十
分
、
予

　
約
人
数
は
一
日
最
大
十
二
人
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課 

人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
４ 

    

日
　
時
　
二
月
十
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所 

　
本
庁
二
階
　
第
一
会
議
室 

人
権
擁
護
委
員 

　
長
光
　
　
惠
　
　
田
代
　
邦
彦 

　
吉
永
　
佳
子
　
　
　
形
　
美
枝 

　
光
田
　
　
功 

行
政
相
談
委
員 

　
丸
尾
　
　
壽 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

　
相
談
時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ

　
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
４ 
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相

談

 

よ
ろ
ず
相
談 

無
料
法
律
相
談 

人
権
・
行
政
相
談 

臨時保育士 
募　集 

　１月１日現在で選挙人名簿を調製するため、該当者は必ず申請してください｡ 
　なお、選挙人名簿の登載要件は、次のq～eのすべてに該当する人です。 
　q平成１８年１月１日現在、赤磐市に住所がある人 
　w満２０歳以上である人（昭和６１年４月１日以前に生まれた人） 
　e平成１８年１月１日現在で１０アール以上の農地を耕作する農業経営者、 
　　およびその者と同居の親族またはその配偶者で年間６０日以上耕作に従事している人 
【申請方法】 
　該当する人は、１２月中にそれぞれの地区を通じて配布する登載申請書に記入し、取りまとめて提出
していただきます。 
　なお、登載申請書が届かない人は、農業委員会事務局または各支所へ連絡してください。 
　申請書の締め切りは１月１０日（火）です。 
【問い合わせ先】 
　●農業委員会事務局　1０８６９-５５-６１７４　　　●赤坂支所産業建設課　1０８６９-５７-４８２４ 
　●熊山支所産業建設課　1０８６９９-５-１２１７　　　●吉井支所産業建設課　1０８６９-５４-１３１９ 

農業委員会委員選挙人名簿への登載申請 



                   【
ブ
ド
ウ
】 

◇
ピ
オ
ー
ネ
の
省
力
化
栽
培 

　
〜
房
作
り
〜 

日
　
時
　
一
月
二
十
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師 

　
東
備
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー 

　
主
　
査
　
白
神
　
泰
義
氏 

対
象
者
　
農
業
者
お
よ
び
帰
農
者 

定
　
員
　
四
十
人 

 【
果
樹
】 

◇
フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
利
用
に
よ
る 

　
害
虫
駆
除 

日
　
時
　
一
月
二
十
七
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師 

　
東
備
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー 

　
主
　
査
　
白
神
　
泰
義 

対
象
者
　
農
業
者
お
よ
び
帰
農
者 

定
　
員
　
四
十
人 

     

募
集
人
員
　
若
干
名 

勤
務
内
容
　
屋
内
プ
ー
ル
の
監
視
・

　
受
付
・
清
掃
な
ど 

勤
務
時
間
　 

　
Ａ
…
午
前
九
時
〜
午
後
一
時 

　
Ｂ
…
午
後
一
時
〜
五
時 

　
Ｃ
…
午
後
六
時
〜
九
時 

※
季
節
に
よ
っ
て
勤
務
時
間
が
異

　
な
り
ま
す
。 

条
　
件 

q
一
年
間
（
四
月
一
日
〜
平
成
十

　
九
年
三
月
三
十
一
日
）
を
通
し

　
て
勤
務
で
き
る
人 

w
十
八
歳
以
上
で
二
十
五
　
以
上

　
泳
げ
る
人 

e
Ｃ
（
午
後
六
時
〜
九
時
）
の
時

　
間
帯
に
勤
務
可
能
で
日
曜
日
・

　
祝
日
に
出
勤
で
き
る
人 

応
募
方
法
　
顔
写
真
を
貼
付
し
た

　
履
歴
書
を
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

　
管
理
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
（
郵
送
可
）
。
面
接
時
間

　
は
お
っ
て
連
絡
し
ま
す
。 

受
付
期
間
　
一
月
五
日
〜
一
月
三

　
十
一
日
（
郵
送
の
場
合
は
一
月

　
三
十
一
日
必
着
の
こ
と
） 

問
い
合
わ
せ
・
送
付
先 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事
務
所 

　
〒
７
０
９
―
０
８
３
２ 

　
赤
磐
市
正
崎
一
三
六
八 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）４
４
３
２ 

    

◇
二
月
四
日（
土
）午
前
九
時
〜 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
集
合
後
、
中

央
公
民
館
美
術
工
芸
室
で
土
器
を

作
り
ま
す
。 

◇
二
月
十
八
日（
土
）午
前
九
時
〜 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
集
合
後
、
桜

が
丘
の
会
場
で
土
器
を
焼
き
ま
す
。 

定
　
員
　
二
十
人
（
要
申
し
込
み
） 

参
加
費
　
千
円 

申
込
締
切
　 

　
一
月
三
十
一
日
（
火
） 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
赤
磐
市
山
陽
郷
土
資
料
館
　 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
７
１
０ 

         

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ 

　
現
在
、
六
十
五
歳
未
満
の
定
年

の
定
め
を
し
て
い
る
事
業
主
の
皆

さ
ん
は
、
四
月
一
日
ま
で
に
は
、

次
に
挙
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に

よ
り
、
六
十
五
歳
ま
で
の
安
定
し

た
雇
用
確
保
措
置
が
必
要
と
な
り

ま
す
。 

q
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ 

w
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
（
原
則

　
と
し
て
希
望
者
全
員
を
対
象
と

　
す
る
） 

e
定
年
制
度
の
廃
止 

　
q
w
の
場
合
は
、
四
月
一
日
か

ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
は
、
少
な
く
と
も
六
十
二
歳
ま

で
の
雇
用
確
保
措
置
が
必
要
で
す
。 

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

募

集
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新
技
術
講
座 

土
器
作
り
講
座 

平
成
十
八
年
度 

プ
ー
ル
ア
ル
バ
イ
ト
募
集   

六
十
五
歳
ま
で
の 

雇
用
の
お
願
い   

お
知
ら
せ 

　赤磐市福田３２０番地の福田団地（３Ｄ
Ｋ・木造平屋）一戸で入居者の募集をし
ます。 
●申込方法 
　入居申込書の内容を確認しますので、
入居申し込みは本人または家族の人が
管轄する吉井支所へご持参ください。 
※申込者多数の場合は抽選となります。 
※入居要件については本庁建設課また
　は支所産業建設課へ問い合わせくだ
　さい。 
●募集期間 
　　１月１６日（月）～１月２５日（水）  
●問い合わせ・申し込み先 
　　吉井支所産業建設課 
　　　　　　　1０８６９-５４-１３６６ 

　｢

わ
か
た
け
作
業
所｣

は
赤
磐

地
域
の
在
宅
の
精
神
障
害
者
の

皆
さ
ん
の
社
会
参
加
・
社
会
復

帰
を
支
援
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
希
望
の
会
作
業
所
（
山

陽
地
域
）
と
熊
山
若
草
作
業
所

（
熊
山
地
域
）
が
統
合
し
て
「
わ

か
た
け
作
業
所
」
と
し
て
再
出

発
し
ま
し
た
。
通
所
者
み
ん
な

が
作
業
所
活
動
を
通
し
て
、
励

ま
し
あ
い
、
助
け
合
い
、
仲
間

作
り
を
し
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
作
っ
て
い
ま
す
。
地
域
皆

さ
ん
の
ご
理
解
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

「
わ
か
た
け
会
作
業
所
」 

　
●
場
　
所 

　
　
赤
磐
市
町
苅
田
二
一
七 

　
　
（
旧
赤
坂
農
生
塾
） 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
６
９
０ 

　
●
事
務
局 

　
　
東
備
保
健
所
保
健
課 

 

▲開所式の様子 

メ
ー 

ト
ル 



さ
い
。 

¡
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岡
山 

　
1
０
８
６（
２
４
１
）３
６
３
０ 

¡
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
気 

　
1
０
８
６
９（
９
３
）１
１
９
１ 

      

　
岡
山
地
域
で
は
平
成
十
八
年
末

ま
で
に
岡
山
局
（
金
甲
山
）
か
ら

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
が
送
信
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す

が
、
こ
の
新
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
の
混

信
を
避
け
る
た
め
に
、
和
気
テ
レ

ビ
中
継
局
（
和
気
町
城
山
に
設
置
）

か
ら
の
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
変
更

さ
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
現
在
、

和
気
テ
レ
ビ
中
継
局
を
受
信
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
は
、
四
月
上
旬
頃

か
ら
六
月
下
旬
頃
ま
で
の
間
に
、

岡
山
放
送
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
を

四
五
か
ら
四
三
に
変
更
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
変
更
対
策
に
あ
た
っ
て
は
、

事
前
に
、
国
の
委
託
を
受
け
た
調

査
員
が
屋
外
か
ら
の
目
視
に
よ
っ

て
対
象
地
域
を
調
査
し
た
上
で
、

一
般
の
ご
家
庭
な
ど
、
国
か
ら
の

給
付
金
支
給
の
対
象
に
な
る
と
思

わ
れ
る
場
合
に
は
、
手
続
き
の
詳

細
を
ご
案
内
す
る
通
知
文
を
お
届

け
し
ま
す
。 

　
通
知
文
が
届
き
ま
し
た
ら
、
必

要
に
応
じ
て
「
岡
山
地
域
受
信
対

策
セ
ン
タ
ー
」
に
変
更
対
策
を
申

し
込
ま
れ
ま
す
と
「
社
団
法
人
　

電
波
産
業
会
」
か
ら
派
遣
さ
れ
た

「
テ
レ
ビ
受
信
対
策
員
」
が
チ
ャ

ン
ネ
ル
変
更
や
そ
れ
に
伴
う
工
事

を
無
料
で
行
い
ま
す
の
で
、
通
知

文
を
ご
確
認
に
な
り
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
テ
レ
ビ
調
査
員
な
ど
を

名
乗
っ
て
料
金
を
請
求
し
た
り
、

言
葉
巧
み
に
電
気
製
品
な
ど
の
購

入
を
勧
め
た
り
す
る
場
合
は
、
悪

徳
商
法
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
の
で

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
地
域
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー 

　
1
０
１
２
０（
３
０
２
）５
２
２ 

　
1
０
８
６（
２
７
０
）３
１
７
６ 

    

　
市
で
は
、
岡
山
県
市
町
村
税
整

理
組
合
に
委
託
し
て
、
差
押
不
動

産
を
次
の
と
お
り
公
売
し
ま
す
。 

日
　
時
　
一
月
二
十
日
（
金
） 

  

午
前
十
時
〜
十
時
三
十
分 

　
（
入
札
希
望
者
は
、
午
前
十
時

　
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
） 

場
　
所 

　
本
庁
二
階
　
第
一
会
議
室 

内
容
な
ど 

　
赤
磐
市
役
所
各
支
所
、
出
張
所

　
な
ど
公
告
掲
示
板
に
公
告 

当
日
持
参
す
る
も
の 

　
印
鑑
・
公
売
保
証
金 

※
入
札
者
が
本
人
以
外
の
と
き
は
、

　
委
任
状
が
必
要
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
税
務
課
収
税
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
９
５
０ 

    

　
在
任
特
例
期
間
の
満
了
（
平
成

十
八
年
三
月
六
日
）
に
伴
い
、
赤

磐
市
発
足
後
最
初
の
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
が
次
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
す
。 

選
挙
の
日
程 

¡
告
示
日
　
二
月
十
九
日
（
日
） 

¡
投
票
日
　
二
月
二
十
六
日
（
日
） 

¡
開
票
日
　
二
月
二
十
六
日
（
日
） 

　
選
挙
区
お
よ
び
定
数
　
　 

　
選
挙
区
　
区
域
　
　
　
定
数 

　
第
一
　
　
旧
山
陽
町
　
八
人 

　
第
二
　
　
旧
赤
坂
町
　
五
人 

　
第
三
　
　
旧
熊
山
町
　
六
人 

　
第
四
　
　
旧
吉
井
町
　
六
人 

立
候
補
届
出
に
つ
い
て 

¡
立
候
補
届
出
説
明
会 

　
開
催
日
　
二
月
六
日
（
月
） 

　
時
　
間
　
午
後
一
時
三
十
分
〜 

　
場
　
所
　
本
庁
二
階
大
会
議
室 

¡
立
候
補
届
出 

　
届
出
日
　
二
月
十
九
日
（
日
） 

　
時
　
間
　
午
前
八
時
三
十
分
〜 

　
　
　
　
　
午
後
五
時 

　
場
　
所
　 

　
　
第
一
選
挙
区
（
本
庁
） 

　
　
第
二
選
挙
区
（
赤
坂
支
所
） 

　
　
第
三
選
挙
区
（
熊
山
支
所
） 

　
　
第
四
選
挙
区
（
吉
井
支
所
） 

投
票
で
き
る
人 

　
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
に

確
定
し
た
赤
磐
市
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
磐
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）４
７
８
２ 
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和
気
テ
レ
ビ
中
継
局
を 

受
信
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ 

〜
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
が
必
要
で
す
〜 

公
売
の
お
知
ら
せ 

17年11月中 

16年11月中 

増 減  

17年11月末 

16年11月末 

増 減  

102 

120 

－18 

1,135 

1,105 

30

32 

41 

－9 

354 

343 

11

1 

0 

1 

4 

1 

3

2 

6 

－4 

34 

28 

6

34 

49 

－15 

460 

447 

13

70 

79 

－9 

781 

762 

19

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成17年赤磐市交通事故発生状況（11月） 

　焼却施設の修繕工事のため２月３日（金）から２
月２４日（金）まで可燃ごみ・可燃粗大ごみの持ち込
みができませんのでご協力お願いします。 

 
★可燃ごみ 
　紙類・布類・プラスチック類など 
★可燃粗大ごみ 
　カーペット・タンス・ふとん類など 

 
★資源化ごみ 
　びん・かん・ペットボトル・白色トレイ・段ボール 
★粗大ごみ 
　電気製品など 
　※収集車による収集は通常どおり行います。 

持込できないもの 

持込できるもの 

赤
磐
市
農
業
委
員
会 

委
員
選
挙  
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

企画課公聴広報係  1０８６９－５５－２６９２ 
 

桃
の
実
短
歌
 

中
央
図
書
館
川
柳
 

川
柳
く
ま
や
ま
 

「
痛
い
」
 

™
枯
葉
飛
び
心
痛
む
よ
秋
の
路
 

™
老
舗
に
も
跡
継
ぐ
子
ら
の
居
ぬ
痛
み
 

™
痛
い
と
こ
子
供
に
突
か
れ
四
苦
八
苦
 

™
転
ん
だ
ら
痛
さ
の
先
に
恥
ず
か
し
さ
 

™
痛
い
腰
さ
す
れ
と
甘
え
ん
ぼ
 

™
痛
々
し
い
老
老
介
護
が
増
え
る
国
 

™
物
価
高
家
計
簿
つ
け
る
目
が
痛
い
 

「
広
場
」
 

™
い
つ
か
ら
か
広
場
に
子
ら
の
声
が
消
え
 

™
少
子
化
で
広
場
は
虫
の
楽
園
に
 

™
後
継
ぎ
の
い
な
い
広
場
に
老
二
人
 

™
子
等
の
声
消
え
た
広
場
の
虫
の
声
 

™
柔
ら
か
な
日
差
し
広
場
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
 

™
お
と
ぎ
話
夢
の
広
場
は
母
の
ひ
ざ
 

™
廃
校
の
広
場
に
ポ
ツ
ン
と
金
次
郎
 

 

 村
木
　
邦
子
 

菅
形
　
美
枝
 

平
島
　
始
子
 

国
定
　
美
子
 

藤
原
　
登
山
 

繁
定
　
　
操
 

有
森
　
啓
子
 

 中
永
　
智
遊
 

香
山
か
お
る
 

富
山
　
　
孝
 

渋
谷
　
通
夫
 

久
山
　
和
子
 

藤
井
　
隆
子
 

樅
野
　
志
郎
 

 

「
呼
ぶ
」
 

™
呼
ぶ
声
に
オ
イ
オ
イ
オ
イ
と
返
事
だ
け
 

™
旧
友
が
呼
ん
で
く
れ
て
る
老
の
幸
 

™
散
歩
道
友
に
呼
ば
れ
て
長
く
な
る
 

™
父
さ
ん
が
呼
べ
ど
答
え
ぬ
マ
マ
昼
寝
　
 

™
夏
祭
り
花
火
の
音
が
人
を
呼
ぶ
 

™
呼
ば
ず
と
も
通
じ
合
い
ま
す
老
い
ふ
た
り
 

™
コ
オ
ロ
ギ
が
秋
を
呼
ん
で
る
月
あ
か
り
 

™
呼
び
捨
て
に
さ
れ
て
う
れ
し
い
同
期
会
 

™
風
鈴
が
風
を
呼
ん
で
る
昼
下
が
り
 

™
亡
き
母
を
呼
べ
ば
コ
ダ
マ
が
返
事
す
る
 

™
呼
び
声
に
つ
ら
れ
つ
ま
ら
ぬ
物
を
買
い
 

™
生
き
甲
斐
を
呼
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
き
る
幸
 

™
退
屈
を
呼
び
出
す
友
と
喫
茶
店
 

™
松
茸
が
生
え
た
お
い
で
と
山
が
呼
ぶ
 

 光
山
　
悦
子
 

森
本
　
夏
子
 

小
野
　
房
子
 

藤
森
と
し
お
 

大
岩
　
歌
子
 

長
谷
川
至
外
余
 

冲
　
百
合
子
 

内
藤
み
よ
の
 

松
田
　
牧
子
 

小
山
ふ
じ
え
 

佐
藤
　
禮
子
 

中
山
　
亮
一
 

立
石
ま
ち
子
 

中
永
　
智
遊
 

★１２月２日（金）、桜が丘中学校体育館で講師に田中ひろみさんを招き、 
　「夢をかなえる日々のコツ」の演題で行われたＰＴＡ講演会 

™
石
蕗
の
花
に
た
は
む
る
蝶
ふ
た
つ
庭
仕
事
の
吾
を
誘
う
よ
ふ
に
 

 ™
教
職
を
持
ち
つ
つ
四
人
の
子
育
て
せ
し
母
の
思
い
出
遠
く
な
り
ゆ
く
 

 ™
曾
孫
は
素
早
く
這
い
て
娘
と
吾
を
出
迎
え
呉
る
る
笑
顔
振
り
撒
き
 

 ™
山
を
染
む
溶
け
い
る
色
は
紅
の
名
残
の
ほ
む
ら
心
に
滾
る
 

 ™
来
年
も
又
逢
い
得
る
や
八
十
半
ば
別
れ
に
暫
し
手
を
握
り
合
う
 

 ™
老
松
の
枝
越
し
に
仰
ぐ
荘
厳
な
永
平
寺
あ
り
空
気
凛
と
す
 

 ™
台
風
も
無
事
に
過
ぎ
た
り
幼
な
穂
を
抱
き
つ
つ
稲
は
育
ち
て
お
り
ぬ
 

 ™
刈
り
終
え
し
稲
田
に
人
の
影
も
な
く
冬
の
日
ざ
し
に
雲
影
う
つ
ろ
う
 

 ™
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
現
在
の
ワ
イ
キ
キ
の
風
景
写
し
出
し
孫
は
吾
に
微
笑
む
 

 ™
推
敲
の
良
き
場
所
得
た
る
バ
ス
の
中
短
歌
ひ
ね
り
て
一
人
の
居
心
地
 

 ™
冬
陽
さ
す
境
内
広
く
幾
百
年
か
の
樹
々
の
合
間
に
伽
藍
見
え
き
ぬ
 

 ™
三
分
の
体
操
だ
け
で
痩
せ
る
と
云
う
テ
レ
ビ
番
組
見
て
挑
戦
す
 

 ™
剪
定
の
遅
れ
し
庭
に
群
な
し
て
飛
び
来
し
雀
が
い
そ
い
そ
囀
る
 

 ™
一
つ
だ
け
残
せ
し
柿
を
烏
啄
み
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
真
冬
に
入
る
 

石

原

　

啓

子

 

 岩

本

　

雅

乃

 

 梶

原

美

弥

子

 

 小

林

　

幸

子

 

 塩

見

　

　

梢

 

 田

中

　

知

子

 

 友

実

　

貞

子

 

 西

岡

富

美

子

 

 花

房

　

芳

子

 

 森

　

　

順

子

 

 青

井

壬

生

子

 

 太

田

　

か

よ

 

 岸

田

満

亀

恵

 

 平

井

　

俊

子

 

つ
わ
ぶ
き 

い
ざ
な 

た
ぎ 

な
か 

す
い
こ
う 

が
ら
ん 

さ
え
ず 



じゃが芋のみたらし団子 

熊　山　支　部 

栄養
委員
の 
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　どこの家庭にもあるおなじみの材料で、
おやつを作ってみませんか。 

◆材料（４人分） 
　¡じゃが芋 ４００g　¡片栗粉 大さじ６  
　¡スキムミルク 少々 
　〔たれ〕 
　¡しょうゆ 大さじ１・１/３　¡水 ７５cc 
　¡砂糖 ８０g　¡片栗粉 大さじ１弱 
◆作り方 
　qじゃが芋を洗ってラップで包み、レンジ
　　にかけて柔らかくしてから皮をむきつ
　　ぶす。 
　wqに片栗粉・スキムミルクを混ぜ合わ
　　せて団子にする。 
　eフライパンに油をひき、wを入れ、ころ
　　がしながらきつね色になるくらいまで
　　焼く。 
　r別の鍋にしょうゆ、砂糖、水を入れて煮
　　溶かし、片栗粉でとろみをつけて、たれ
　　を作る。 
　teにrをからめて盛る。 

　小さなお子様と一緒に作られるのも楽し
いと思います。熊山支部栄養委員活動の中
でも、幼児向けのお菓子作りや、健康教室で
試食していただきましたが、子どもにも高齢
者にも大好評でした。さあ、今日のおやつに
ぜひどうぞ。 

中
央
図
書
館
短
歌
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

™
あ
こ
が
れ
の
兼
六
園
を
訪
づ
れ
て
こ
と
じ
灯
籠
を
前
に
佇
つ
 

 ™
合
併
に
よ
る
新
名
「
赤
磐
市
」
明
る
く
住
み
よ
き
郷
に
な
り
ゆ
け
 

 ™
仰
ぎ
見
る
雲
一
つ
な
き
青
空
に
赤
き
柿
の
実
秋
陽
に
映
ゆ
る
 

 ™
働
き
て
わ
が
得
し
も
の
は
何
な
ら
む
老
ゆ
れ
ば
唯
に
身
を
い
と
ふ
の
み
 

 ™
児
童
等
の
平
和
の
誓
ひ
声
高
く
め
ぐ
り
来
る
夏
あ
あ
原
爆
忌
 

 ™
教
会
に
誓
ひ
の
鐘
を
打
鳴
ら
す
一
生
わ
す
る
な
響
く
余
韻
を
 

 ™
落
つ
る
葉
が
は
ら
り
と
舞
ひ
て
静
か
な
る
団
地
の
丘
に
秋
の
深
ま
る
 

 ™
ス
キ
ッ
プ
し
て
「
し
ゅ
く
だ
い
み
ん
な
し
よ
う
か
な
」
ゆ
か
た
気
に
入
り
孫
は
笑
顔
で
 

 ™
冬
の
午
後
友
と
歩
め
る
丘
の
径
木
漏
れ
陽
浴
び
し
菜
の
花
見
ゆ
 

 ™
境
内
に
散
る
落
葉
さ
へ
浄
ら
か
に
禁
断
謗
施
不
受
不
施
の
寺
 

 

内
田
千
佳
子
 

 遠
藤
　
典
子
 

 遠
藤
　
仁
子
 

 岡
野
　
花
子
 

 秦
　
　
宏
子
 

 日
種
　
銘
子
 

 三
村
み
ち
る
 

 三
宅
美
和
子
 

 森
戸
み
さ
子
 

 則
武
　
忠
直
 

平
成
十
七
年
度
更
生
保
護
事
業 

功
労
者
と
し
て
法
務
大
臣
表
彰
授
章 

長島　豊さん 
（山陽３丁目） 

頼則　晃さん 
（小　鎌） 

【
日
　
時
】
 

　
一
月
八
日
（
日
）
午
後
二
時
〜
 

【
場
　
所
】
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

【
出
　
演
】
 

¡
山
陽
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
 

¡
高
陽
中
学
校
吹
奏
楽
部
 

¡
高
陽
中
学
校
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
部
 

¡
桜
が
丘
中
学
校
吹
奏
楽
部
　
そ
の
他
 

【
後
　
援
】
　
 

¡
赤
磐
市
　
¡
赤
磐
市
教
育
委
員
会
 

¡
赤
磐
市
社
会
福
祉
協
議
会
 

¡
山
陽
新
聞
社
　
そ
の
他
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
山
陽
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
 

　
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
 

　
代
表
　
河
田
健
太
郎
 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）５
０
９
５
 

第
十
三
回
 

山
陽
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

●
今
月
の
表
紙 

　
中
央
公
民
館
祭
り
に
出
展
さ

れ
て
い
た
、
表
情
豊
か
で
か
わ

い
い
干
支
の
戌
で
す
。
つ
い
足

を
止
め
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り

ま
し
た
。 



１１・１２月のできごと 
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中
学
生
職
場
体
験
活
動 

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
教
室
開
催 

　
十
一
月
二
十
一
日
（
月
）
、
山
陽
北
小
学
校

で
、
元
日
本
代
表
の
石
塚
武
生
さ
ん
に
よ
る
タ

グ
ラ
グ
ビ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
文
部
科
学
省
と
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会

が
推
進
し
て
い
る
子
ど
も
の
体
力
向
上
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
五
・
六
年
生
の
児
童
百
七
十
一
人
は
石
塚
さ

ん
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、
パ
ス
の
練

習
や
タ
グ
を
取
り
合
う
ゲ
ー
ム
、
ト
ラ
イ
ゲ
ー

ム
な
ど
で
お
も
い
き
り
体
を
動
か
し
て
い
ま
し

た
。
最
後
に
は
石
塚
さ
ん
へ
の
タ
ッ
ク
ル
体
験

も
で
き
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
児
童
は
体
を
動
か
す

こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
仲
間
を

大
切
に
す
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

▲先生たちの合唱 

▲職場体験でさまざまなことを学びました▲ 

▲楽しくタグラグビーを教えていただきました 

　
中
学
校
二
年
生
を
対
象
に
し
た
職
場

体
験
活
動
（
岡
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ワ
ー

ク
14
）
を
、
高
陽
・
赤
坂
中
学
校
は
九

月
七
日
か
ら
、
桜
が
丘
・
磐
梨
中
学
校

は
九
月
十
三
日
か
ら
、
吉
井
中
学
校
は

十
一
月
十
六
日
か
ら
い
ず
れ
も
三
日
間

実
施
し
ま
し
た
。
ど
の
事
業
所
で
も
生

徒
た
ち
が
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。 

　
終
了
後
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
こ
の

体
験
で
感
じ
た
こ
と
を
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
普
段
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
て
い
い

体
験
に
な
り
ま
し
た
。
店
内
放
送
や
品

出
し
や
顔
出
し
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
。
で
も
、
ず
っ
と
立
っ
て
仕
事
を
す

る
の
で
足
が
痛
く
な
り
、
い
つ
も
働
い
て
い
る
店
員
さ
ん
の
気
持
ち

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
客
さ
ん
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
工

夫
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

店
員
の
方
に
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、
楽
し
い
体
験

に
な
り
ま
し
た
。
」 

「
こ
の
三
日
間
で
僕
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
仕
事
も
勉
強
も
効
率
が
大

切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
か
に
少
な
い
時
間
で
仕
事
を
す
る
か
と

い
う
工
夫
と
努
力
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
勉
強
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
仕
事
に
対
す
る
姿
勢

と
意
欲
も
大
切
で
す
。
そ
れ
ら
が
あ
れ
ば
お
客
さ
ん
に
熱
意
が
伝
わ

る
し
、
工
夫
を
す
れ
ば
お
客
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
食
べ
ら
れ
る
し
、

い
い
気
持
ち
に
な
っ
て
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
も
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ワ
ー
ク
14
は
終
わ
っ
た
け
れ
ど
、
こ
れ

か
ら
は
勉
強
や
将
来
の
仕
事
等
で
意
欲
を
し
っ
か
り
出
せ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
」 

　11月11日(金)、赤坂中学校体育館を会場にして、赤磐
地区中学校音楽会が開催され、瀬戸中学校と赤磐市内
の６中学校の代表が、日頃の練習の成果を披露しました。 
　また、会の中では、各中学校の音楽を担当している
先生たちによる合唱も披露されました。 

▼赤坂中学校3年生の発表 
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謹
賀
新
年 

　
旧
年
中
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　 　
赤
磐
市
に
な
っ
て
初
め
て
の
新
年

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
第
十
号

の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
発
行
当
初

「
赤
磐
市
に
な
っ
て
、
地
域
の
話
題

が
少
な
い
」
「
地
図
が
欲
し
い
」
「
町

名
が
な
い
か
ら
ど
こ
の
地
区
か
分
か

ら
な
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
号
を
重
ね
る
ご
と
努

力
を
し
な
が
ら
編
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。 

（
え
む
・
テ
ィ
）  

編
　
集
　
後
　
記 

編
　
集
　
後
　
記 
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赤磐市の人口 
 人口… 

  男… 

 女… 

世帯数… 

45,641人（＋５）　 

21,821人（＋４）　 

23,820人（＋１）　 

15,922世帯（＋２５） 

（12月1日現在） 

（　）は11月１日との差 

　
十
一
月
十
日
（
木
）
赤
磐
市
吉
井

地
域
の
佐
伯
北
保
育
園
、
仁
美
保
育

園
、
仁
美
小
学
校
へ
お
米
消
費
拡
大

の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
「
お
か
や
ま
米
大

使
」
が
訪
れ
ま
し
た
。 

　
「
コ
メ
コ
メ
星
人
あ
ら
わ
る
」
の

紙
芝
居
を
通
じ
て
、
ご
は
ん
食
の
大

切
さ
、
お
米
の
良
さ
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
紙
芝
居
や
パ
ン

パ
ン
菓
子
な
ど
の
お
礼
に
、
米
大
使

の
お
ね
え
さ
ん
二
人
に
、
手
作
り
の

カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

　
十
一
月
十
日
（
木
）
、
秋
の
火

災
予
防
運
動
行
事
と
し
て
熊
山
工

業
団
地
内
で
公
開
消
防
訓
練
が
行

わ
れ
、
赤
磐
消
防
本
部
、
赤
磐
消

防
署
、
赤
磐
市
、
赤
磐
市
消
防
団

な
ど
八
団
体
か
ら
約
百
二
十
人
と

消
防
車
な
ど
車
両
十
三
台
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
二
機
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
訓
練
は
、
ビ
ー
エ
ス
物
流
1
中

四
国
物
流
セ
ン
タ
ー
岡
山
事
業
所

か
ら
出
火
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
、

事
業
所
職
員
の
初
期
消
火
や
消
防

機
関
の
消
火
活
動
、
ま
た
近
隣
の

関
係
機
関
と
の
応
援
体
制
を
訓
練

し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

役
割
を
果
た
し
、
ま
た
他
の
団
体

と
も
協
力
し
合
い
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

　
十
一
月
十
七
日
（
木
）
、
岡
山
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
県
中
学
生
弁
論
大
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
の
中
学

校
か
ら
選
ば
れ
た
二
十
一
人
の
中
学
生
が
熱
弁
を
ふ
る

い
ま
し
た
。 

　
赤
磐
地
区
か
ら
は
、
代
表
と
し
て
吉
井
中
学
校
三
年

生
の
沼
本
紘
典
さ
ん
が
出
場
し
、
山
陽
新
聞
社
長
賞
を

み
ご
と
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
沼
本
さ
ん
は
、
「
僕
達
の
宿
題
」
と
い
う
論
題
で
、

修
学
旅
行
の
長
崎
で
の
平
和
学
習
を
通
し
て
、
戦
争
を

体
験
し
て
い
な
い
自
分
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
し
て
戦
争

の
惨
禍
を
語
り
継
い
で
い
け
ば
よ
い
か
を
考
え
て
発
表

し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
文
化
祭
で
朗
読
劇
「
こ
の
子
た
ち
の
夏
、
ヒ

ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
」
を
三
年
生
全
員
で
上
演
し
た
こ

と
で
、
戦
争
の
体
験
が
な
い
自
分
た
ち
に
も
平
和
の
尊

さ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
確
信
を
も
ち
、

戦
争
へ
の
思
い
を
熱
く
述
べ
た
も
の
で
す
。
沼
本
さ
ん

の
戦
争
に
対
す
る
思
い
が
、
聞
く
人
の
心
を
動
か
し
、

今
回
の
表
彰
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

s
協
力
し
合
っ
て
訓
練
を
行
い
ま
し
た 

子
育
て
メ
ッ
セ
ー
ジ 

　
十
一
月
十
三
日
（
日
）
中
央
公
民
館
で
子
ど

も
た
ち
が
心
も
体
も
健
康
に
育
っ
て
く
れ
る
よ
う
、

市
の
愛
育
委
員
協
議
会
お
よ
び
栄
養
改
善
協
議

会
が
健
康
子
育
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
「
親
は
絶
対
手
伝
わ
な
い
で
」
と
訴
え
て
「
子

ど
も
が
作
る
“
弁
当
の
日
”
」
を
実
践
さ
れ
て

い
る
香
川
県
国
分
寺
町
立
国
分
寺
中
学
校
長
　

竹
下
和
男
先
生
を
お
迎
え
し
て
の
講
演
会
。 

　
全
国
に
頻
発
す
る
子
ど
も
た
ち
の
悲
し
い
事

件
や
現
象
を
改
善
し
よ
う
と
始
め
ら
れ
た
弁
当

の
日
、
こ
の
活
動
か
ら
子
ど
も
に
「
感
謝
の
心
」

や
「
生
き
る
力
」
が
育
っ
て
い
る
様
子
や
、
親

が
子
ど
も
に
使
う
一
手
間
を
ど
ん
な
に
子
ど
も

が
必
要
と
し
て
い
る
か
な
ど
、
子
育
て
中
の
親

へ
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。 

▲山陽新聞社長賞を受賞した沼本紘典さん 

▲ごはんの大切さ・お米の良さを教えてもらいました 

熊
山
工
業
団
地
内
で
公
開
消
防
訓
練 

お
米
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ 
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茶
臼
山
城
跡
は
赤
磐
市
の
北
部
、

吉
井
川
中
流
に
位
置
す
る
周
匝
の

町
並
み
を
眼
下
に
の
ぞ
む
茶
臼
山

の
尾
根
上
に
あ
り
ま
す
。 

　
茶
臼
山
城
の
築
城
時
期
は
詳
し

く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
備
前
軍
記

に
よ
れ
ば
、
天
文
年
間
、
笹
部
勘

斎
（
勘
次
郎
・
勘
解
由
と
も
称
す
）

の
居
城
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
に
戦

国
大
名
浦
上
宗
景
が
天
神
山
城
に

城
を
構
え
た
際
、
備
前
東
部
や
、

美
作
の
有
力
者
達
は
宗
景
に
従
い

ま
し
た
。
笹
部
勘
斎
も
、
宗
景
の

家
臣
と
し
て
天
神
山
城
を
尼
子
氏

の
侵
攻
か
ら
守
護
す
る
重
要
な
役

目
を
担
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）、

浦
上
家
は
宇
喜
多
直
家
の
下
克
上

に
よ
り
没
落
し
ま
す
。 

　
浦
上
家
の
残
党
と
な
っ
た
笹
部

勘
斎
は
宇
喜
多
勢
に
抵
抗
し
て
い

ま
し
た
が
、
天
正
七
年
（
一
五
七

九
）
美
作
平
定
の
手
始
め
と
し
て
、

宇
喜
多
の
家
臣
、
花
房
助
兵
衛
と

延
原
弾
正
に
よ
っ
て
攻
め
滅
ぼ
さ

れ
ま
し
た
。 

　
後
に
周
匝
は
池
田
家
の
所
領
と

な
り
、
茶
臼
山
城
に
つ
な
が
る
尾

根
に
は
「
空
の
お
塚
」
と
呼
ば
れ

る
池
田
家
代
々
の
墓
所
が
作
ら
れ

ま
し
た
。 

　
現
在
は
山
頂
に
近
世
風
の
模
擬

天
守
閣
が
展
望
台
と
し
て
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
中
世
の
山
城
に

は
、
比
較
的
簡
素
な
建
物
が
建
て

ら
れ
、
竪
堀
や
堀
切
な
ど
の
防
御

施
設
が
も
う
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

茶
臼
山
城
の
隣
に
あ
る
大
仙
山
城

も
、
茶
臼
山
城
と
一
連
の
城
郭
施

設
で
し
た
。 

　
昭
和
六
十
年
。
茶
臼
山
山
頂
部

の
展
望
台
建
設
の
た
め
確
認
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
現
在
展
望
台
が
建
て
ら
れ
て
い

る
場
所
か
ら
は
、
瓦
が
多
く
出
土

し
、
主
と
な
る
建
物
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
の
北
側
に
は
、
深
さ

四
・
五
　
の
大
型
の
竪
穴
を
持
つ

建
物
遺
構
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
他
の
城
郭
遺
跡
に
は
類
例

が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
は
っ
き
り

し
た
性
格
は
不
明
で
す
が
、
食
糧

や
武
器
の
貯
蔵
庫
を
兼
ね
た
住
居

施
設
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
出
土
品
の
大
半
は
食
器
な
ど
生

活
用
具
で
す
が
、
中
に
は
茶
道
具

も
み
ら
れ
、
茶
の
湯
を
た
し
な
ん

だ
戦
国
武
将
の
横
顔
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

■
所
　
在 

　
赤
磐
市
周
匝
一
五
ノ
六 

　
赤
磐
市
吉
井
城
山
公
園 

■
連
絡
先 

　
吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
１
９ 

■
入
場
料
　
無
料 

■
開
館
時
間 

　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時 

■
休
館
日 

　
月
曜
日
・
十
二
月
二
十
八
日
〜

　
翌
一
月
三
日 

 

　
展
望
台
内
は
出
土
品
や
、
古
文

書
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

■
備
前
周
匝
茶
臼
山
城
跡 

の 

至 岡山 

至 美作 

吉井川 

砂川 

備前周匝 
茶臼山城跡 

吉井支所 

ドイツの森 

484

374

▼茶臼山城趾に建設された城山展望台遠景（南西）から 

あかいわ 
広報 

平成18年1月1日 

す
さ
い
ち
ゃ
う
す
や
ま
じ
ょ
う
あ
と 

メ
ー 

ト
ル 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 

さ
さ
べ 

あ
ま
こ 

か
ん 

さ
い 

か
ん
じ
ろ
う 

う
ら
か
み
む
ね
か
げ 

う
　
き
　
た 

な
お
い
え 

か
　
げ
　
ゆ 

は
な
ふ
ふ
さ
す
け
の
ひ
ょ
う
え 

の
ぶ
は
ら
だ
ん
じ
ょ
う 

そ
ら 

た
て
ぼ
り 

せ
つ 

ほ
り
き
り 

だ
い
せ
ん
や
ま
じ
ょ
う 

じ
ょ
う
か
く
し 

つ
か 


	表紙
	まちを知りたいシリーズ『赤磐市○○』ってどこ？１
	まちを知りたいシリーズ『赤磐市○○』ってどこ？２
	新年のごあいさつ
	赤磐市総合計画・行財政改革
	サンバのリズムと新酒のワインで乾杯　第１７回これ里ワインまつり
	連日にぎわった　「ふれあい広場」
	１年間の活動を披露　各地域公民館で公民館まつり
	公民館へ行こう
	スポーツのわだい
	あなたの　わたしの健康
	図書館
	人
	暮らしのカレンダー１
	暮らしのカレンダー２
	申告の時期が近づきました！１
	申告の時期が近づきました！２
	申告の時期が近づきました！３
	放課後児童クラブをご活用ください
	情報ＢＯＸ１
	情報ＢＯＸ２
	情報ＢＯＸ３
	情報ＢＯＸ４
	読者のページ１
	読者のページ２
	まちのわだい１
	まちのわだい２
	ふるさとの史跡探訪



